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　一関市は、古くから奥羽・北上両山系の雄大な自然がもたらす恩恵を受け、緑豊かな農村地域として

発展してきました。また、北上川の流れや人々が行き交う街道によって旧盛岡・仙台両藩の経済、文化、

情報が交差する地理的特性をもち、両藩の影響を受けながらも独自の文化を育んできた地域でもあり

ます。

　一関市では多様な民俗芸能が生活の中で伝えられてきました。それぞれの地区ごとの祭礼や行事で

披露され、伝えられてきた芸能の中には当市でしかみることのできないもの、また近隣地域から伝わり

独自に発展させた芸能もあり、この地の独自性を語るためには欠かせない文化です。

　しかし、残念ながら近年の生業や生活環境の変化、また子供の人数が減る中で担い手が減少し、後

継者不足の団体もあり、芸能を継承することが難しい時代を迎えています。今回、一関市教育委員会で

は、現時点での民俗芸能の実態を明らかにし、今後の伝承への資料とするために悉皆調査を行い、報

告書にまとめました。また、調査で明らかになった廃絶している団体の古文書等を後世に伝えるため、

一部を掲載することにしました。

　当市の民俗芸能は、「地域の宝」として郷土愛、古里への誇りを醸成する貴重な資源です。本報告書

をもとに、伝承されてきた民俗芸能の魅力が多くの人に再認識され、さらに広がることを期待するととも

に、大切な財産として次世代へつないでいきたいと考えます。

　本調査には、多くの有識者の方々からお力をいただきました。また、ご協力いただいた市内芸能保存

団体関係者の皆様、資料や情報を提供いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

　　令和２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一関市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　小菅 　 正晴
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１. 本書は、一関市教育委員会が令和元年度に行った民俗芸能調査の調査報告書である。

２. 調査は、市内の民俗芸能の伝承と現在の活動のようすを把握、記録し今後の保存伝承に資すること
　 を目的として行った。

３. 調査主体は、一関市教育委員会である。

４. 調査体制は以下のとおりである（敬称略）。
	 　教育委員会　文化財課	 課長	 千葉　浩
		  文化財係長	 坂本　光司
		  主任学芸員	 菅原　孝明
		  文化財調査研究員	 東　　資子　
		  期限付臨時職員	 菅原　友明

５. 調査期間は、平成31年４月１日から令和２年１月31日である。

６. 本書の作成は文化財課が行い、本文執筆は以下の方 に々お願いした（順不同、敬称略）。編集は東が　 
　 行った。
	 　成城大学文芸学部教授	 俵木　悟（Ⅰ執筆）
	 　東北歴史博物館主任研究員	 小谷竜介（Ⅰ執筆）
	 　東北民俗の会会員	 及川宏幸（Ⅰ執筆）
	 　國學院大學研究開発推進機構共同研究員
		  佐藤一伯（Ⅰ執筆）
	 　金津流獅子躍師匠	 安部　靖（Ⅱ鹿踊り系譜図作成、供養碑一覧・所在地作成協力）
	 　文化財調査委員	 八巻　徹（Ⅳ大泉院文書解題執筆）

７. 演目・行事・用具の名称の表記や伝承などは、それぞれの団体で伝えられているとおりとし、統一は
　 していない。

８. 各芸能の住所は、代表者住所とする。

９. 写真は、提供を受けたものはその出典を示した。それ以外のものは一関市教育委員会が撮影したもの　 
　 である。

10. 資料所有者、民俗芸能団体、市内神社各位にも協力をいただいた。記して謝意を表す。

例　言

IV  資料編

１. 折壁鹿踊保存会所有文書………… 072

２. 厳美町字駒形佐々木家文書……… 082

３. 大東町曽慶字蟹小沢足利家文書
　　　　　　　　　　　　　… …… 094

４. 大東町沖田字前田野村上家文書
　　　　　　　　　　　　　… …… 100

５.「両部神道行山流鹿子踊荘束之事」
　　　　　　　　　　　　　… …… 102

６. 鉦念仏保存会（舞川12区）所有文書
　　　　　　　　　　　　　… …… 104

７. 大泉院文書………………………… 108

８. 大東町曽慶羽黒神社熊谷家文書… 124

９. 狐禅寺芸能保存会所有文書……… 136

10.「宣寿院様在所御下之節御遊覧毎所真写」
　　　　　　　　　　　　　… …… 138

奥付

 表紙写真：
「丑石しがく（神楽）」村上護朗氏 撮影（昭和40年代頃）



Ⅰ  市内の民俗芸能を見るために



調査の経緯と概要

　一関市内では、令和元年（2019）度時点で13種類の民俗芸能が伝承されており、62の団体が活動して

いる。さまざまな民俗芸能が各地にあり、神社の祭礼に奉納したり、行事やイベント、発表会などで披露

したりしているが、合併後に広域となった一関市でそれらの状況が一覧できる資料はなかった。

　合併前には、旧一関市が昭和43年（1968）に『一関市文化財調査報告書第５集・６集』、平成７年

（1995）に『一関市文化財調査報告書第14集　南部神楽系譜調査報告書』、平成10年（1998）には一関

市教育研究所が『郷土の文化シリーズ26  一関地方の民俗芸能』を刊行し、南部神楽を中心に芸能の紹

介を行っている。旧大東町は平成2年（1990）に『大東町文化財調査報告書第13集大東町の民俗芸能』を

発行し、廃絶したものも含めて29の芸能などをあげている。また、多くの旧市町村史では、民俗芸能の項目

を作って地域の芸能を取り上げてきた。

　平成28年（2016）、まず合併後の市域の南部神楽を調査し、『南部神楽調査報告書』を発行したので、

今年度は全ての民俗芸能を取り上げることにした。調査は、全体像をつかむことを目的として、毎年活動

状況を尋ねている調査票をもとにした聞き取りなどによった。また、芸能の上演の場など、芸能を取り巻く

環境の情報も加えた。さらに調査するなかで、民俗芸能関係の文書が世代を経ることによって継承され

なくなる危機を迎えていることも知り、特に廃絶団体の文書について一部を掲載することにした。

　調査報告書作成にあたっては、各専門家の協力を得ることができた。無形民俗文化財研究の第一人者

である俵木氏に全体の指導をいただき、いくつかの芸能については実見いただいた。東北歴史博物館の

民俗専門の学芸員である小谷氏には特に市の田植踊りの位置づけを検討していただいた。鹿踊り研究

の専門家の及川氏には市内に伝わる鹿踊りについて全体像と歴史に迫っていただくことができた。ご自身

が神職でもあり、民俗芸能研究者でもある佐藤氏には祭礼と地域づくりについてご論考いただいた。

　また、鹿踊り系譜研究と供養碑の調査については、金津流獅子躍師匠安部氏に全面的にご協力をい

ただき、さらに川崎町の大泉院文書の整理、調査を行ってこられた一関市文化財調査委員八巻氏に解説

をいただくことができた。

　このような多様な専門家に協力をいただき、市の各芸能を、歴史的な時間軸と全国的な視野の中で位

置づけることができたことは、大きな成果であった。今後、新たな指針を得て次の世代への継承を図る

きっかけとなることを期待するものである。
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一関市の民俗芸能と文化財としての位置付け
　一関市は、平成17年（2005）、23年（2011）の市町村

合併によって全国でも12番目という広域自治体となっ

た。東北地方の背骨と言える奥羽山脈の麓から、北上

盆地、北上高地を超えて三陸沿岸部の代表的な街で

ある気仙沼、陸前高田と接するまでにわたる、きわめて

多様な地理的条件を内包する。そうした地理的条件を

反映して、一関市内には多くの民俗芸能が伝承され、

その内容も多岐にわたる。

　しかしこれまで市内の民俗芸能を文化財として把握

することは十分に行われてこなかったという。最も伝承

団体の多い神楽系統のものは相応に指定が進んでお

り、また平成28年（2016）に『南部神楽調査報告書』が

出たことでその全容の把握も進んだ。そこで今回は、

南部神楽以外の民俗芸能の全市的な把握を行い、文

化財としての支援も含めて今後の継承に資することを

目的として調査を行った。

　南部神楽以外に一関市内に見られる民俗芸能として

は、鹿踊り、獅子舞、田植踊り、伊勢神楽、打ちばやし、

鉦念仏が一定の分布を示し、他に馬子節、花相撲、大

黒舞、七福神舞、さんさ踊りなどが確認できた。32件の

伝承を確認した南部神楽に続いて、総数30件以上の

民俗芸能が確認されたというのは、広域自治体とはい

え一市内に存する数としては眼を見張るものであり、こ

の点だけとれば一関市は民俗芸能の宝庫と呼んでもお

かしくない。しかし神楽以外で市の文化財に指定されて

いるものは、鹿踊りが県指定１（舞川鹿子躍）、市指定１

（折壁鹿踊り）、芸能の上演の場・機会としての祭り行

事が県指定１（大原水かけ祭り）のみである。

　もちろん文化財は数が多ければ良いというものでは

ない。しかし以下に詳述するように、これからの文化財

保護、とりわけ地域と密着した民俗文化財の保護は、

価値付けの体系ではなく、幅広い支援の仕組みである

べきだと筆者は考えている。そうした見地からすると、

今後はこれらの多くの民俗芸能について、より積極的

な文化財としての位置付けを期待したいところである。

そこで本稿では、これらの民俗芸能を文化財として位

置付ける意義について考えてみたい。

国の文化財と地方自治体の文化財
　その手始めとして、なぜこれまでこれらの民俗芸能

が文化財として位置付けられてこなかったのかというこ

とを考えてみよう。

　まず、正月の悪魔払いや夏のお天王さま、盆などの

年中行事に伴って演じられる獅子舞や鉦念仏などを

除くと、それ以外の芸能の多くは、大原の水かけ祭り

や、地域ごとの郷土芸能発表会などに余興芸として演

じられるケースがほとんどで、信仰や生業などと結び

ついた芸能の基盤性が見出しにくいということがある。

また鹿踊りのように流派の別があって系譜関係や伝承

経路がある程度たどれるものは、系統的な把握とその

なかでの典型例を示しやすいが、同じく多数の伝承が

見られる獅子舞や伊勢神楽のように、それぞれ地域ご

とに独立して行事や祭礼に参加しているものは、どれ

が典型的でどれが派生的なものかというように系統立

てて理解するのに馴染まないものである。さらに田植

踊りや打ちばやしなどは、市内に多く伝承されてはいる

ものの、そのルーツは市外にあると考えられており、一

関市の民俗芸能としての独自性（地域的特色）が示し

にくいというところもある。

　ところで上記のように、私たちがごく当たり前に考え

る文化財としての「相応しさ」は、いったい何によって

いるのだろうか。端的に言えば、それは国の文化財保

護法における重要無形民俗文化財としての民俗芸能

の指定基準と価値認識を踏まえたものであろう。法律

上、民俗文化財とは「我が国民の生活の推移の理解

のため欠くことのできないもの」（文化財保護法第２条

の３）と定義されており、また重要無形民俗文化財の

指定基準（平成17年３月28日文部科学省告示第43号

改正）によれば、民俗芸能は「（一）芸能の発生又は

成立を示すもの、（二）芸能の変遷の過程を示すもの、

（三）地域的特色を示すもの」という基準で選ばれるこ

とになっている。言い換えれば、（一）発生的・基盤的、

（二）歴史的・系譜的、（三）地域的という三つの観点

において、国という全体のなかで比較を通して見出され

る特徴によって評価し、選別されるということである。

　しかし、ある一地域に伝わる民俗芸能が他の地域

の同種のものと比較され、その中から典型的・代表的

なものが選ばれて「我が国民の生活の推移の理解」の

ための資料として保護の対象となるというのは、国の

施策としてはともかく、地方自治体の文化財の選別の

観点として絶対的なものなのだろうか。国と同様の基

準で地方自治体の文化財を選ぶとしたら、地方自治体

の文化財とは国の指定に漏れたものであり、また市町

村の文化財は都道府県の指定に漏れたものであると

いうように、階層的な優劣によって理解されてしまう。し

かし、歴史的・地理的にある特定の環境や条件のもと

で、人びとの日常生活のなかで育まれてきた民俗文化

財を、そのような一元的な尺度で評価するだけで良い

のだろうか。むしろ地方自治体の文化財だからこそ、国

の尺度とは異なり、その地域の生活のなかで文化財が

どのような意味や機能をもって存在してきたのかという

ことを、そうした意味や機能の歴史的変遷も踏まえて

評価するべきではないだろうか。

　一例を挙げれば、大原水かけ祭りに参加する複数

の田植踊りがある。田植踊りは、本来的には年の初め

に田の耕作の様子を模擬的に演じることで豊作を願う

農耕予祝の行事である。ところが東北地方太平洋側の

一帯では、この田植踊りが農村青年などによって農閑

期に巡業の形式で催され、洗練された踊りの様式を作

り上げてきたことが知られており、青森県の八戸のえん

ぶり、岩手県の山屋の田植踊、宮城県の秋保の田植踊

などがそうした様式の典型例として国の重要無形民俗

文化財に指定されている。当地の田植踊りももちろんそ

のような大きな特徴は共有しているが、本来的な農耕

予祝という性格を重視するなら、これらの田植踊りはそ

の性格がよく見いだせるとは言いがたく、また踊りの様

式だけを取り出すと、他地域の田植踊りと比較して顕著

な特徴を持っているとも言いがたいかもしれない。

　しかしその一方で、街場の火伏せの行事と言われる

大原水かけ祭りと結びつくことで祝福芸としての性格

が育まれ、この大規模な行事の賑わいを演出するもの

として、周辺の村から競って出される仮装の手踊りや

鹿踊りなどと並んで演じられることによって独自の踊り

の性格を形成してきたという点で、これらの田植踊り

はユニークな特徴をもった存在である。本事業に先立

つ『南部神楽調査報告書』でも、神楽の競演大会とい

うイベントが、その歴史的経緯をたどると社寺の例祭

における余興の発展形という性格をもつことが指摘さ

れているが〔橋本 2016〕、こうして他にはないこの地域

ならではの芸能の存在形態が生み出されてきたという

ことを、地域の生活文化の変遷を示す貴重な文化財と

して評価してもおかしくないはずである。地域の民俗

芸能を取り巻く文脈を視野に入れて、ある民俗芸能が

担ってきた役割やその歴史的変遷を知ることは、市民

が自分たちの地域の歴史を理解する上で欠かせない

ものという民俗文化財の本来の意義にもかなうはずで

ある。

支援の仕組みとしての文化財行政
　こうしたことに加えて、市域の民俗芸能をできるだけ

広く、積極的に文化財に位置付けたいと考える理由が

ある。それは冒頭にも述べたとおり、地方自治体、とり

わけ市町村における文化財行政の役割を、価値付けに

基づく「保護」を目的とするところから、幅広い「支援」

の仕組みへと転換させたいと考えるからである。

地方自治体における文化財としての民俗芸能の支援に向けて
― 一関市民俗芸能調査事業の成果から ―

成城大学文芸学部　俵木　　悟
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　日本の文化財行政は、昭和25年（1950）に制定され

た文化財保護法にもとづいて行われてきたが、この法

律における文化財保護の基本的な方針は、選別主義、

優品主義、そして重点主義であった。ただしこうした

方針は、有形文化財を想定して定められたものである

ことは、すでに多くの研究者が指摘しているところであ

る。そもそも国におけるこの方針は、「厳しい国家財政

状況を反映して、重点保護主義をとり、指定を厳選す

る代わりにいったん指定したものは国家が責任を持っ

て保護するという態勢をとった」〔西村 2004：107-108〕

と指摘されるように、戦後の混乱期における文化財の

散逸や荒廃を回避するという時代的な要請があった。

しかし当時と現在では大きく時代状況が異なっている

のは言うまでもない。全国規模で無数の文化財―

民俗芸能だけでも数万件の存在が知られている―

を視野に入れてなされる国の文化財行政と、地方自治

体、とりわけ市町村における文化財行政の果たすべき

役割はおのずと異なると考えるのが自然だろう。

　希少なものや脆弱なものを対象として、衰亡や滅失

から守る、あるいはその危険から救済するという「保

護」の考え方は、温情主義（パターナリズム）に近いも

のと理解される。これは文化財そのものが意思をもた

ない有形の文化財の場合と異なり、人が体現すること

で受け継がれる無形の文化財、とりわけ民俗芸能を含

む無形の民俗文化財の場合には大きな問題となる考

え方である。世代を超えて伝えられていく、生きたプロ

セスである無形の民俗文化財の場合、その維持管理

は、それを担う人びとの判断や自己決定にもとづいてな

されるべきもので、行政的な施策は、そうした自律的な

活動の「支援」という形をとるのが本来的なあり方であ

ろう。国がそのうちの一部のものを、専門的な見地から

保存措置をとることの是非は別に考えるとしても、文化

財の裾野を担う地方自治体が無形の文化財に対して

なすべきことは、担い手の活動のエンカレッジメントで

あり、そうした活動への側面的なサポートであると筆者

は考えている。

　ただし、担い手の自己決定を尊重することが、結果

的な観点からの文化財の価値付けと並立して支援の

判断材料となる点を挙げている。

　実際に、近年は小谷が言うような意味での「文化遺

産」に近い枠組みが、政府が認定する「日本遺産」か

ら、遠野遺産、京都遺産、奄美遺産など自治体を主体

とする「地域遺産」、さらにより草の根的な「世間遺産」

まで、さまざまな形で生み出されている〔山川 2016〕。

法的に文化財として保護の対象になり得ないようなもの

や、「まだ文化財に位置付けられていない」潜在的な文

化財など、多様なものに支援の可能性を開くという意味

で有意義な動向であるのは間違いない。小谷の「地域

の人たちが継続したいという意志をもっているものにた

いして支援」するという主張は筆者も同じである。ただ

し、そうした支援の実質的な効果を考えた場合、これら

の新しい「文化遺産」制度の有効性はまだ十分には測

れない。少なくとも本稿で話題にしている民俗芸能の

場合、すでに長く文化財として位置付けられてきた経緯

があり、その支援のためのノウハウも少なからず蓄積さ

れているのであるから、その枠組みのなかで門戸を広

げることが、新たな支援の枠組みを構築するよりも現実

的で実効的であるのではないか。

　そのように門戸を広げる方策として、例えば文化財保

護法の規定によって「保存と活用」の対象となる指定

以外にも、柔軟な文化財としての位置付けがあっても

良いだろう。例を挙げると、京都府と京都市では多くの

民俗行事を府・市の無形民俗文化財として「登録」し

ている。登録制度は国においては、文化財として指定

の対象になりにくかった近代の建造物から始まり、多

くの有形文化財にも拡大されてきた制度であり、比較

的緩やかな保護措置をとるために原簿に登録する、文

字通り「リストアップ」の意味合いの強い制度である。

京都ではこれを「保存」の措置に馴染まない無形の民

俗文化財などに対する独自の枠組みとして活用してい

る。この方法の意義について、かつて京都市の文化財

担当職員は筆者に対して、登録されていることで市は

その状況を把握する責任を負うとともに、必要な場合

にすぐに支援に動けること、さらに言えば文化財の担

い手側も市に対して気軽に支援の相談ができるように

なることなどを効果として挙げていた。これは他市町

村でも参考になる仕組みではないだろうか。

　大事なことは、過疎化や少子高齢化、あるいは生活

様式の変化などによってこれまでと同じように維持する

ことが困難になる民俗芸能が、その悩みや苦労を自分

たちだけで囲い込まず、問題を共有して助けを得られ

る支え合いの仕組みを構築することである。地方自治

体における無形の民俗文化財の保護制度を、そうした

支援の仕組みとして利用可能なものにするためにも、

できるだけ多くの民俗芸能の現状を把握し、文化財に

位置付けていくよう提案したい。この調査成果が、そ

の礎を築くものとなることを願っている。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
◆参考文献
小谷竜介 2012 「被災地の文化遺産を保護するための試み」 日髙

真吾 編 『記憶をつなぐ：津波災害と文化遺産』 財団法人
千里文化財団

西村幸夫 2004 『都市保全計画』 東京大学出版会
橋本裕之 2016 「地域社会に埋め込まれた南部神楽」 一関市教育

委員会 編 『南部神楽調査報告書』（岩手県一関市文化財
調査報告書第5集） 一関市教育委員会

山川志典 2016 「「世間遺産」と「地域遺産」：なんでもないような
ものを遺産にする動きに着目して」 『世間話研究』24

としてその責任を当事者のみに背負わせるようなもの

であってはならない。担い手の意思を尊重しながらも、

立場が違う者がそれぞれできることによって支え合う

ということに、公共的な施策としての文化財行政の意

義がある。そしてその仕組みが公共的なものであると

したら、そうした支援を受ける可能性は、専門的あるい

は学術的な価値とは別に、広く開かれていなければな

らない。これが可能な限り多くの民俗芸能を文化財に

位置付けたいと考える理由である。

　こう述べると、どんなものでも文化財にすれば良い

のかとか、その必要を感じていないものまで文化財に

する意味があるのかという疑問も持たれよう。だが支

援の必要は当事者にとっても予見できないのであり、

その一方で行政的な支援を実現するためには何らか

の根拠を必要とする。これは私たちの多くが東日本大

震災の経験から学んだ教訓である。宮城県で県職員と

して被災した民俗文化財の保護に奔走した小谷竜介

は、その経験を踏まえて次のように述べている。

　東日本大震災の被災地では歴史的、文化的に

意味をもった多様なものが被災した。その現場では

「これは文化財、これは文化財ではない」という区

分けは意味をなさない。文化財レスキュー事業では

「被災文化財等」ということで、文化財かどうかはひ

とまず検討せず、所有者が要請する動産の「もの」

を救済した。これは祭礼行事等無形の文化財の支

援においても同様で、地域の人たちが継続したいと

いう意志をもっているものにたいして支援がおこな

われている。

　一方で、行政的に明確にかかわれるのは、法や条

例で規定されている「文化財」までとなり、線引きを

せざるをえないところがある。〔小谷 2012：116〕

　こうした状況に対して小谷は、文化財より幅広い対

象を包含するものとして「文化遺産」という枠組みを提

唱する。特に「文化遺産」が文化財と異なる点として、

その価値付けが地域の担い手によるものであり、専門
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鹿踊の全体像
　獅子舞とシシ踊り 1。ともにシシ頭をかぶって踊る芸

能ですが、ａ獅子舞は二人立ち獅子舞といい、中国大

陸から奈良時代頃に伎楽・舞楽とともに伝来した芸能

で、正月の門打ちや神事祭礼・神楽で踊られ、日本全

国各地に分布する民俗芸能（伎楽・神楽・祭礼系）で

す。他方ｂシシ踊り（鹿踊、三匹獅子舞）は一人立ち獅

子舞といい、中世末から近世以降日本で発生し、基本

的には東日本（神奈川・長野県・新潟から以東）にしか

分布していない民俗芸能（風
ふ

流
りゅう

系）で、盆や春彼岸等

に見られます。名称と形態が多少似てはいますが、芸

能史的には発生・起源が全く異なる民俗芸能です 2。

ここで対象とするシシ踊りは、ｂの一人立ち獅子舞・風

流系シシ踊りとなります。ところでｂのシシ踊りが東日

本に偏在（東国から大名転封に伴う芸能移動をした若

狭小浜及び愛媛宇和島の例外は除く）していると述べ

ましたが 3、その理由は現在でも不明です。ｂのシシ踊

りが皆無な西日本では頭
かしら

がない太鼓踊が分布してい

ますが 4、太鼓等を抱え頭を付ける東日本に分布する

ｂのシシ踊りと対比すると、頭を付すか否かで対照的

であり、日本を文化的に東西に二分しているかのような

状況が見えます。

　次に東日本に偏在するシシ踊りの分布についてくわ

しく見ていくことにしましょう。関東域から東北北部ま

で三匹獅子舞（獅子舞と称されますがａの獅子舞では

なくｂのシシ踊りに属し、三人一組で踊る芸能）と称す

るシシ踊りが東日本のほぼ全域に分布し 5、関東地方

ではシシ踊りといえば三匹獅子舞のみで、シシ踊り＝三

匹獅子舞というイメージが固定的でした。しかし近年

の研究から、三匹獅子舞とは異なる別種の、多頭シシ

踊り（５頭から12頭のシシが一組となり踊る）というシ

シ踊り群の存在がクローズアップされてきました。しか

もこの多頭シシ踊り群の分布（図１）は、日本でも東北

地方のみ、特に東北地方でも東北地方中部域（岩手

県、宮城県、福島県相馬地方、米沢市・置賜地方を除

く山形県）にしか限定的に見られないもので 6、装束等

も三匹獅子舞と比べ大きな相違が見られます。中世に

近畿地方で流行した太鼓踊が、西日本に伝わって花

笠等をかぶり、東日本では頭を付すようになった結果と

も想定されていますが 7、異論はありますが多頭シシ踊

り（鹿踊）は、東北地方発祥の芸能とも想定されていま

す 8。他方東北地方の中でも、三匹獅子舞が濃密に分

布している会津や秋田県域は、関東から移封した大名

が治めた藩域やその周辺域と重なることから、異論は

ありますが関東から移設された芸能であるとの説が有

力視されています 9。

　上記の、東北地方中部域だけに分布する多頭シシ

踊り群、つまり鹿踊については、近年の研究から、図１

のように現在以下の五つの群に分類されています。①

12頭（主に旧盛岡藩中南部域：従来の幕踊りと称され

ている鹿踊系）、②８頭（主に旧仙台藩中北部域：従

来の太鼓踊りと称されている鹿踊系）、③６から12頭

（仙台市周辺域、旧仙台藩中南部域）、④５から７頭

（山形県中部域）、⑤５頭中心（山形県沿岸部域）の

五つです 10。このうち一関市域全域は②の８頭群に全

て含まれます。８頭群は江戸期には、伝書や伝承を紐
ひも

解
と

くと９頭で踊られていた形跡が見られますが、なぜ

現在の８頭に収
しゅう  

斂
れん

していったのかは不明です 11。この

８頭群はさらに行
 ぎょう  

山
 ざん

流・金
かな

津
つ

流・春
か す が

日流の三つの大き

な系統に分類されます 12。

　全て背中に1ｍ前後～４ｍ前後に及ぶ特徴的な二

本の長大なササラを持つ装束を備え、８人で踊る俗に

「八
や

ツ鹿
しか

踊」13とも称される一群です。シシ踊りにおい

てこのように長大なササラを持つシシは日本国中探し

ても皆無で、他にない特徴を持つ系統と言えます。発祥

元は仙台藩領内です。この系統の歴史的な展開を紐解

くと、仙台藩領内中部沿岸域で行山流が発生し、以後

仙台藩域を北上する形で各地に伝播していきました。

歴史的には行山流が発生してほぼ100年後に金津流

が、さらに春日流が派生し、その春日流が藩境消滅前

後、旧盛岡藩域に展開していったものと想定されていま

す 14。平成13年（2001）現在岩手・宮城県で行山流は

51団体、金津流が7団体、春日流が９団体現存してい

ます 15。ちなみに一関市内には行山流しか存在してい

ません。そこで以下に一関市域に関係する行山流につ

いて、くわしく見ていくことにしましょう。行山流は現在

の宮城県南三陸町戸倉水戸辺住の、登米伊達家御抱

え伊藤伴内持遠という人が発祥元で 16、その弟子筋か

らこの流派が各地に広まっていきました。時期は江戸

期の貞享期（1684〜1687）以降と想定されます 17。以後

この行山流はA 久田系、B 気仙系、C 舞川系、D 大原

山口系、E 富士麓行山系、F 栗原五鹿系、G 不明系の

七つ 18に伝播・分岐を経て、仙台藩領内中部北部域に

広がりました。ちなみに久田系のみ伊藤伴内持遠の系

統とは異なる系統です。

一関地方の鹿踊概要
　一関市内に見られる鹿踊は現在上記７系統のうち、

C舞川系（発祥地は舞川の相川地区）とD大原山口系

（発祥地は大東町の大原山口地区）の２系統のみで

す。舞川系元祖の吉田猪太郎、大原山口系元祖の又助

は、ともに伊藤伴内持遠の弟子筋から行山流を伝授し

ています 19。その後、舞川系と大原山口系の両鹿踊は、

江戸期中後期を通して胆沢・江刺・磐井・気仙・本吉諸

郡に至る、現在の岩手県南宮城県北域（旧仙台藩領内

の北域）の広大な地域に伝播していくこととなり、行山

流鹿踊の中で主要な２系統を形作るまでになっていき

ました。特に大原山口系は、江戸中期から後期にかけ

て積極的な活動が見られ、以後大原山口系継承団体

の爆発的な増大につながることとなります 20。現在岩

手県内外に舞川系は現存５団体ほど、大原山口系は現

存20団体ほど見られます 21。これら舞川・大原山口系

が属する８頭系鹿踊の特徴としては、背中に付けた長

大なササラが挙げられます。この長いササラの発生時

期及び経緯は不明ですが、前田鹿踊（大船渡市）の記

録を見ると元来五行幣の腰差しだったものが、享保５年

（1720）前後石巻の五郎兵衛や水戸辺の市之助の指

南で、装束を後ろに九曜を背負い柳の指物等に改めた

との伝承が残っています 22。また鹿
か つ ま

牝村（現宮城県東

松島市）の鹿踊の絵 23及び平泉長部鹿踊伝書の鹿姿

絵「鹿嶌皆白數舟旧又日」（明和３年（1766））24から想定し

て、1700年代はじめ頃の江戸中期には既にササラが発

鹿踊の全体像と今後の課題
東北民俗の会会員　及川　宏幸

図1　東北地方シシ踊り分布図
（菊地和博『シシ踊り』p356より一部編集）
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生していたように思われます。このササラの原初形態は

神の神
ひも

籬
ろぎ

としての役割を持つ五行幣の腰指とも思われ

ますが 25、この五行幣をいつ、だれが、どのような経緯

で現在の長大なササラに展開・発展させていったのか

は謎です。舞川系・大原山口系を含む行山流の伝播・

発展・変化の今後のさらなる解明が、ササラ経緯を含

む多頭シシ踊り群発生・展開の謎解明の糸口として、今

後期待されるところです。

廃絶団体から見えてくるもの
　以前私が、鹿踊の系譜をたどろうと作業した際にぶ

ち当たった壁は、現存している団体だけで系譜を構成

しようとすると、途中で系譜が寸断されてその先に進

めず、全く前後の関係がたどれなくなってしまったこと

でした。鹿踊は行山流だけを見ても現存47団体、廃絶

74団体と言われるように 26廃絶団体の方が圧倒的に

多いです。そのため廃絶団体を考慮に入れないと、系

譜の全体像をつかむことは不可能な事態となります。

他方現存する各団体を見ても、休止・再興・廃絶を繰

り返して現在に至っている現状が見られます。廃絶団

体が再興を目指そうとする際には、系譜をたどって最も

近い関係の団体から再度伝承を受ける必要が出てくる

とも思われるため、各団体がどの鹿踊団体と密接な関

係があるか、またはあったかを把握することは、再興の

際および芸態検証の際にはとても重要なことと思われ

ます。その観点から一関市域内における数ある廃絶団

体の中より、注目したい事例として以下に四つの廃絶

団体事例を紹介してみたいと思います。①一つは厳美

地区に存在した鹿踊群、②もう一つは前田野鹿踊（仮

称：大東町沖田）、③三つめは渋民鹿踊（仮称：大東町

渋民）、そして④四つめに山雀流です。まず①に関して

は、現在一関市内にはEの富士麓行山系の鹿踊りは一

つもなく、逆に隣接する奥州市域に密集して見られま

す。しかし江戸期に、現宮城県域から現在の奥州市域

へ富士麓行山系鹿踊が伝播されたその足跡を探って

みると、富士麓行山系鹿踊５系統の内の１系統（山谷・

小山堀切系統の十文字鹿踊や長袋鹿子躍）に、なんと

厳美の山谷鹿踊が中継する形で奥州市域に伝えた可

能性が出てきました 27。しかし山谷鹿踊は廃絶したた

め未だ詳細は謎のままです。②に関しては、奥州市江

刺地区の地ノ神鹿踊や餅田鹿踊、内ノ目鹿踊等の伝書

を見ると、前田野から伝承されたとの記述が出てきま

す。この前田野の存在は長く不明であったのですが、こ

の前田野とは、大東町沖田の前田野鹿踊（仮称：廃絶）

であることが近年わかってきました 28。どうやら前田野

は行山流山口派鹿踊を北方に伝播伝承する上で非常

に重要な役割を持っていた組であることがわかります。

また前田野組は又助の子の、山口喜左衛門から免許を

伝授するかなり前から、庭元・中立として独自の活動を

していた形跡もうかがえます 29。前田野に関しても、活

動の全体像はいまだ謎です。③三つめに、いろいろ調

べてみますと1700年代後半から1800年代にかけて、大

原山口系の鹿踊は急速な勢いで各地（江刺郡域、東磐

井郡域、気仙郡域）に伝播していきました 30。その後文

化14年（1817）山口屋敷（大原山口鹿踊始祖である又

助子孫）の没落以降、大原山口の鹿踊が渋民鹿踊に引

き継がれます 31。没落当時の大原山口鹿踊の弟子筋に

は下折壁の菊松（室根町）、曽慶の善十郎、渋民の幸

五郎、前田野の常五郎（全て大東町）、大木の善太郎

（東山町）らの名が見えるため、渋民鹿踊（廃絶）の文

献および上記各所の文書を詳細に検証することで、江

戸期における大原山口系の旺盛な活動の全体像が、今

後解明されてくるものと期待されます。④四つめに山雀

流です。この流派の祖は入谷の四郎兵衛とされ、登米

郡水戸村、上沼村、本吉郡横山町に伝わり、さらに舞草

に伝わって以降は「山雀流」と改め、東山にも伝わりま

したが 32、現在山雀流の団体は廃絶してしまい、系統

も含め実態が不明で謎の鹿踊です。以上一関地方の

鹿踊だけ見てもまだまだ不明な点が山積し、今後疑問

の解明が待たれるところです。

舞川鹿子躍の果たした役割・功績
　岩手県一関市の舞川鹿子躍組には、伊藤伴内持

遠「行山鹿子躍之由来」（元禄13年（1700））をはじめ

「勘太郎之巻」、「行山系図之事」等の貴重な文書が

伝わっています。「行山鹿子躍之由来」によって装束意

味の他、行山流の発生・展開時期がおおよそ想定可能

となりますし、「勘太郎之巻」によって藩主から九曜の

御紋の使用が許された経緯が解り、「行山系図之事」

から伊藤伴内持遠以降の弟子筋および行山流の伝播

先の概要を知ることができました。つまりこれらの文書

は現在、行山流の発祥・展開を探る上で非常に重要な

手がかりとなっています。これらの文書を保持し後世

に伝えた舞川組の役割・功績は非常に大きいものがあ

ります。さらにこの舞川鹿子躍組は、行山流各組の再

興の際にも手を貸すといった、非常に重要な役割も担

いました。たとえば長らく途絶えていた、行山流鹿踊の

総本家にあたる水戸辺鹿子躍（宮城県南三陸町）の

再興を担い、行山流では系統的に重要な位置にある

佐沼鹿踊（宮城県登米市）の再興にも間接的に寄与し

ています。舞川鹿子躍組の行山流における功績は大き

いといえるでしょう。

今後の課題
　廃絶した団体が再興する場合には、違った系統の

団体から継承してしまうことで、元々の芸態から大きく

変わってしまう例もかつては見られました 33。今後廃絶

団体の再興の際には、より系統の近い団体からの継

承が理想的と考えられます。その準備として、各団体お

よび文化財行政側による、鹿踊系統の理解と把握が

今後必要とされるかもしれません。さらに近年家の建

て替え、代替わり、過疎化、災害の発生等による鹿踊

資料消失の危機が迫っているようにも思われます。一

例として大原山口屋敷の資料を受け継いだ加藤家が

近年空き家になり、大原山口流始祖の又助が藩主から

賜った、竹に雀紋入り椀 34の行方が不明であるように

聞いています。その他大東町内個人宅に散在する大原

山口系関係（渋民鹿踊や前田野等）鹿踊文書群や道

具類、山谷や山雀流に関する文書類等散逸のおそれ

が近年顕在化してきているといえます。舞川鹿子躍が

文書を一関市博物館に寄
き

託
たく

（所有権は団体・個人に

あるままで、長期保管を館にお願いする措置）などし資

料の安全を保持している例から、各団体および所蔵者

による同等な、文書資料や文化財の永久保存、及び写

真での文書の記録化等に向けた動きが、今後必要とさ

れているように思われてなりません。
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１ 田植踊の概要
　田植踊は、小正月に行われるその年の稲作の豊作

を願う予
よ

祝
しゅく

の芸能である。その名からも分かるように、

田植えを中心とした一連の稲作の作業を模した踊りで

ある。稲作の予祝行事としては、「田遊び」という模擬

稲作行事が全国的に行われているが、これを踊りで表

現する田植踊は、東北地方のみに伝承される芸能化し

た「田遊び」である。

　岩手県およびその周辺の田植踊をみると、大きくは

３種に分類される。第１が八戸地方のえんぶりである。

第２が盛岡市周辺の座敷田植である。第３が岩手県の

南部から宮城県に伝わる庭田植である。一関市の田植

はすべてこの庭田植となる。庭田植は田植踊の一行が

家いえの庭や土間を舞台に踊る田植踊である。また、

この田植踊は踊り手に弥
や

十
じゅう

郎
 ろう

役がいる点に共通する

部分がある。

　『岩手県の民俗芸能』（2007）では、この田植踊を

（1）和賀型、（2）胆沢型、（3）気仙・東磐井型、（4）そ

の他に分類している。このうち、和賀型と胆沢型には

弥十郎の上役的な位置づけのエンブリスリや太
た

夫
ゆう

と

いった役があるところが、気仙・東磐井型との大きな違

いとなる。本稿ではこの田植踊を太夫弥十郎系田植と

称したい。これに対して、気仙・東磐井型は弥十郎と田

植を担う早
さ

乙
おと

女
め

または奴
やっこ

による構成の踊りとなってい

る。『「秋保の田植踊」の歴史と現在』（2014）では仙

台藩領の田植踊を弥十郎奴系田植と弥十郎早乙女系

田植として分類しているので、それに倣い表記すること

とにする。

　一関市域の田植踊は、沿岸から伝わったという伝承

を持つ弥十郎奴田植の系統と、岩手県内陸部とのつ

ながりが認められる太夫弥十郎系田植の系統が伝わ

る。以下、この二つの田植踊を紹介しよう。

２  弥十郎奴田植
　一関市で現在伝承されている田植踊の多くは弥十

郎奴田植となる。田植を指揮する役である弥十郎が口

上を述べたあと、鞨
かっ

鼓
こ

を持った男性役の奴（大里では

カッコ）が踊る。太鼓を奴が担うことから囃子は笛のみ

ということがおおい。弥十郎奴系田植では、早乙女役

をおいたり、鞨鼓が奴と別に躍
やく

人
にん

がおかれたりすると

ころもあるが、一関市域の田植踊は鞨鼓役を奴が担っ

ている。また、一関市の弥十郎奴系田植は本吉郡、気

仙郡から習得したとの伝承を有しているが、気仙沼市

の廿一田植踊にある早乙女役などもない。また、陸前

高田市の雪沢田植踊では鞨鼓を持つ奴や躍人がな

い。このように近在の同系統の田植踊とも構成が異な

る田植踊となっている。

　演目は、田植えを担う早乙女による稲作作業の踊り

を模してるとされる田植踊と、曲の合間などにおこなわ

れる余興の手踊りなどで構成される。弥十郎奴田植で

最も演目の多い大里田植踊りでは田植踊23曲を伝え

ている。

　大里田植踊りの演目
一　入葉、二　年の始、三　お正月、四　朝は

か、五　朝霧、六　向山、七　入違向山、八　昼

へ持ち、九　何処より、十　鎌倉、十一　義経、

十二　黒皮、十三　此の宿、十四　七つ下り、十五　

長十七、十六　廻り十七、十七　巻きおろし十七、

十八　君様、十九　細道、二十　御暇、二十一　

行ぎそろ、二十二　渡拍子、歌切り

　演目をみると、家に入る入葉からはじまり、正月の様

子を描く「年の始」、「お正月」と続く。その後、「朝霧」

から「おいとま」までの演目はストーリーを持つもので

はない。他の弥十郎奴系田植踊でも、演目名は共通す

るが曲順は最後となる「御暇」をのぞき決まりがない。

　つぎに余興であるが、大里田植踊りが９曲、入山沢

田植踊りが12曲と比較的多数の演目を伝えている。そ

の曲名をみると「伊勢踊」や「春駒」など共通する演目

もあるが、田植踊組ごとに演目の増減が多い。

　大里田植踊りの余興
おいとこ節、家業おいとこ節、夕暮、八本、伊勢お

どり、春駒、近江八景、軒ばやし、大黒舞

　入山沢田植踊りの余興
夕暮、一の谷、近江八景、春駒、ヤモト、伊勢踊り、

餅おいとこ、家業おいとこ、春雨、おさべおいと

こ、やんじろう、踊り十郎

　余興は、市内に限らず全ての田植踊組で有しており、

田植踊の演目の合間に行われる。田植踊に欠かせない

とまではいえないが、時間の限られる招へい公演など

では行われないことが多くなっており、伝承が途絶える

例も見受けられる。充実が期待される部分でもある。

３  太夫弥十郎系田植
　太夫弥十郎系田植は、北上市や胆沢郡などで伝承さ

れる田植踊との関係性が強い田植踊である。一関市で

は厳美町の小猪岡田植踊が唯一現代も伝承している。

　踊りは烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶった太夫が進行役となり、奴と

早乙女が踊り手となる。踊り手は擦りささらや扇子な

ど、曲ごとに持ち物を変えて踊る。囃子は笛、太鼓、歌

からなる。

　演目では、朝はかの奴、義経の奴、仙台田植、義経

の手太鼓、朝はかの手太鼓、式丁ぎ、今日の田植など、

余興も含めるとかつては30曲余りを伝えていた。弥次

郎奴系田植の演目と比べても大きく異なっていること

がわかる。このなかでは、仙台田植という曲名が注目さ

れる。その歌詞を見ると

　　○お正や月は　御目出度ぞや

　　　　　　　　　　　お祝い申しぞや若様

　　○御年男　太郎治や殿は　向の松をや迎える

　　○千本小松　そのよや中で

　　　　　　　　　　　黄金の松をや迎える

とある。３首の曲と短いものである。他の田植踊の歌詞

と比較すると、直接的につながるものはないが、弥次

郎奴系田植の「年の始」「お正月」「朝はか」の３曲と

単語などでは繋がりを見ることができる。逆に言えば、

こうした３曲を一つの演目に仕立てたものともみること

ができるかもしれない。

　また、演目には「義経の手太鼓」のように手太鼓とつ

いたものがある。この曲では、早乙女が下がり、太夫と

鞨鼓を持った奴のみで踊る。奴の太鼓があるため、囃

子の太鼓は囃さない。弥十郎が太夫に変わることを除

くと、弥十郎奴田植えの踊り囃子に共通するものとな

る。弥十郎奴系田植踊はもともと、こうした太夫弥十郎

系田植踊の一演目から生まれた可能性がうかがえる。

唯一伝承している小猪岡田植踊は、田植踊を考える上

では貴重な田植踊組といえる。

４  一関市の田植踊の特徴
　18世期後半に成立した『仙台始原』には、仙台の田

植踊について胆沢郡より伝わったものと記されている。

これをうけて、『「秋保の田植踊」の歴史と現在』で

は、弥十郎奴系と弥十郎早乙女系の先後について、弥

十郎奴系田植がより古い形態であるとしている。しか

し、一関市の太夫弥十郎系田植踊をみると、弥十郎奴

田植踊と弥十郎早乙女田植踊の両面の特徴を有して

いるという特徴がある。こうした点から田植踊の展開

を考えると、弥十郎奴系田植と弥十郎早乙女田植は、

太夫弥十郎田植から分かれて生まれたということが

いえるのかもしれない。少なくとも、一関市の田植踊は

田植踊の展開を考える上でも重要な場所であるといえ

る。大切に伝承していっていただきたいと考える。

一関市の田
た

植
う え

踊
おどり

東北歴史博物館　小谷　竜介
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祭りのなりたち
　弥生時代から高度経済成長期に入るまでの日本で

は、自然の恵みのもと互いに協力して農業を営み、和を

尊ぶ価値観を育んできた。盆と正月に先祖の霊を家に

迎え、氏神は稲作が始まる春には山から里におりて氏

子の祭りを受けて神社に留まり、秋の収穫が終わるま

で彼らを守護し、秋には新穀を子孫と共食するなど、

神、先祖、人が自然のリズムにのっとって年を送ってき

た（宮家準『民俗宗教と日本社会』）。

　農業の守り神である田の神は、農神・作神とも呼ば

れ、農作業の進行に伴って去来する。岩手県内では、

旧暦３月16日に山から山の神が下りてきて田の神また

は農神となり、旧暦９月16日に山に帰って、再び山の神

にもどるという伝承が一般的とされ、奥州市胆沢若柳

では春秋の社
しゃ

日
にち

（春分の日と秋分の日に近い戊
つちのえ

の日）

が神迎えと神送りの日だといい、また一関市大東町中

川では田の神が歳
とし

神
がみ

にもなるという。恵
え

比
び

須
す

・大
だい

黒
こく

・

稲
い な り

荷・地
じの

神
かみ

・水
すい

神
じん

などと習合していることも多い。田

の神の祭りは、農耕儀礼として農作業の折り目ごとに

行われる。正月の予祝行事に始まり、３月の神迎え、苗

代での水
みな

口
くち

祭り、初田植え、田植え後のさなぶり、災害

を封じる虫祭り・風祭り、収穫後のお刈り上げ、９月な

いし10月の神送りへと続く（岩手県立博物館『岩手民

間信仰事典』）。

　田の神や山の神、歳神などは、いずれも家や家業を

守護する神で、その祭りは共同生活をする一団が一致

して営なみ、はじめは家々の祭りであったが、村人がと

もに農耕に勤しむようになると、村の氏神の祭りが尊ば

れるようになった（高原美忠『家のまつり』）。宮中や全

国の神社で奉仕される祈年祭（２月）と新嘗祭（11月）

は、いずれも五穀豊穣のことを中心として皇室・国家・

地域の隆昌を祈る重要な祭祀である。祈年祭は春の

農事を始めるに先立ち、その年の豊作を神に祈り、新

嘗祭は秋に、その年の新穀を神に捧げご加護を感謝

する。神社の例祭も古くは春秋等に二度行われた例が

多い（神祇院『神社本義』）。

　柳田國男は『祭日考』で、９月は農民が最も祭りを営

みやすく、また最も祭りたがる月であったと指摘し、ま

た３月・９月という組合せの春秋祭は、時代が新しくな

るにつれて地方によってかなり多くなるが、「春秋二つ

の祭日の組合せというものが、意外になお古い考え方

を残している」という。一関市内の神社で行われる祭礼

も、春秋に営まれる例が少なくないように思われる（岩

手県神社庁『郷土暦』）。

伝統文化と地域づくり
　近年、持続可能な福祉社会や定住型社会、田園回

帰の動きを促進するために、伝統文化の価値を再発

見することが重要との指摘がなされている（広井良典

他『田園回帰がひらく未来』）。祭りや民俗芸能は、過

疎化や少子化によって継承が困難となりつつあるもの

の、地域活性化のための方法として、また観光資源とし

て注目され期待されている。地域の歴史や伝統文化を

尊重する人材育成も課題としてあげられており、その上

において、祭礼・芸能の振興策を充実させることの意

義は大きいと思われる。

　市内花泉町老松地区のおいまつ・さざほざプロジェ

クトは、平成24年（2012）度より６か年にわたり、一関市

農村地域活性化モデル支援事業に取り組み、筆者も

事務局の一員として参加した。老松地区は花泉地域の

中心部の面積約15平方キロメートルに約400世帯、約

1,400名が居住する農村で、江戸時代には義民千葉惣

農村の祭り・芸能と地域活性化
― 一関市花泉町老松地区を事例に ―

國學院大學研究開発推進機構共同研究員　佐藤　一
か ず

伯
の り

祭　日 鎮座地 神社名 祭典名

新暦１月４日 大東町鳥海 興田神社 蘇民祭

新暦１月15日 花泉町花泉 八雲神社 星祭

新暦１月16日 大東町大原 勝善神社 例祭

新暦１月17日 室根町折壁 南流神社 例祭

旧暦１月24日 花泉町花泉 八幡神社 秋葉祭

旧暦２月15日 花泉町花泉 八雲神社 永代講社祭

新暦３月９日 中里 熊野神社 春祭

新暦３月25日 藤沢町保呂羽 保呂羽神社 春祭

旧暦３月10日 花泉町老松 御嶽山御嶽神明社 例祭

旧暦３月12日 千厩町小梨 小牛田山神社 春祭

旧暦３月15日 萩荘 八幡神社 春祭

旧暦３月15日 花泉町油島 美渡神社 例祭

旧暦３月15日 千厩町奥玉 八幡神社 例祭

旧暦３月16日 大東町大原 金烏神社 例祭

旧暦３月18日 弥栄 日吉神社 例祭

旧暦３月27日 川崎町薄衣 浪分神社 春祭

旧暦３月28日 東山町長坂 火産霊神社 春祭

新暦４月８日 藤沢町黄海 葉山神社 春祭

新暦４月17日 舞川 儛草神社 例祭

新暦４月18日 釣山 田村神社 例祭

新暦４月20日 萩荘 駒形根神社 祈年祭

新暦４月24日 室根町矢越 射勢山愛宕神社 春祭

新暦４月25日 舞川 菅原神社 例祭

新暦４月25日 萩荘 吾勝神社 春祭

新暦４月28日 萩荘 三島神社 春祭

新暦４月28日 千厩町小梨 白幡神社 春祭

新暦４月29日 花泉町日形 月館神社 春祭

新暦４月30日 大東町沖田 天狗田神社 春季例大祭

旧暦４月８日 東山町松川 早間神社 春祭

旧暦４月８日 室根町矢越 羽山神社 例祭

新暦５月１日 山目 配志和神社 例祭

新暦５月１日 大東町鳥海 興田神社 例祭

新暦５月３日 千厩町清田 金田神社 例祭

新暦６月12日 中里 熊野神社 八雲祭

旧暦６月13日 川崎町薄衣 浪分神社 天王祭

旧暦６月15日 花泉町花泉 八雲神社 例祭

旧暦６月15日 大東町大原 弥栄神社 例祭

旧暦６月15日 千厩町奥玉 八坂神社 例祭

旧暦６月15日 藤沢町西口 八阪神社 例祭

新暦７月15日 藤沢町砂子田 弥栄神社 例祭

新暦８月17日 舞川 儛草神社 秋祭

旧暦８月１日 大東町曽慶 羽黒神社 例祭

旧暦８月８日 藤沢町黄海 葉山神社 例祭

旧暦８月13日 室根町折壁 室根神社 例祭（御刈祓祭）

旧暦８月15日 萩荘 八幡神社 秋祭

旧暦８月15日 花泉町涌津 八幡神社 例祭

新暦９月９日 滝沢 瀧神社 例祭

新暦９月13日 大東町渋民 八幡神社 例祭

祭　日 鎮座地 神社名 祭典名

新暦９月15日 釣山 八幡神社 例祭

新暦９月15日 花泉町金沢 八幡神社 例祭

新暦９月15日 花泉町花泉 八幡神社 例祭

新暦９月15日 花泉町花泉 神明社 例祭

新暦９月15日 大東町摺沢 八幡神社 例祭

新暦９月15日 大東町大原 八幡神社 例祭

新暦９月15日 室根町矢越 弥栄神社 例祭

新暦９月16日 室根町矢越 射勢山愛宕神社 秋祭

新暦９月17日 千厩町清田 熊野神社 秋祭

新暦９月18日 大東町曽慶 熊野神社 秋祭

新暦９月19日 室根町矢越 矢越神社 秋祭

新暦９月19日 藤沢町増沢 立石神社 秋祭

新暦９月30日 大東町沖田 天狗田神社 秋季例大祭

旧暦９月８日 東山町松川 早間神社 秋祭

旧暦９月９日 千厩町清田 熊野神社 例祭

旧暦９月10日 花泉町老松 御嶽山御嶽神明社 火渡祭

旧暦９月12日 東山町田河津 山神社 秋祭

旧暦９月15日 花泉町油島 美渡神社 秋祭

旧暦９月15日 花泉町油島 白山姫神社 例祭

旧暦９月15日 室根町津谷川 陸塩神社 例祭

旧暦９月15日 室根町津谷川 雷神社 例祭

旧暦９月15日 大東町中川 旭岡神社 例祭

旧暦９月16日 大東町大原 金烏神社 秋祭

旧暦９月16日 千厩町奥玉 櫻森神社 例祭

旧暦９月17日 萩荘 御嶽神社 例祭

旧暦９月18日 弥栄 日吉神社 例祭

旧暦９月27日 川崎町薄衣 浪分神社 例祭

旧暦９月28日 千厩町小梨 白幡神社 例祭

旧暦９月28日 東山町長坂 火産霊神社 例祭

新暦10月１日 大東町鳥海 興田神社 例祭

新暦10月８日 赤荻 橿原神社 例祭

新暦10月９日 藤沢町藤沢 葉山神社 例祭

新暦10月12日 千厩町清田 金田神社 例祭

新暦10月16日 川崎町門崎 伊吹神社 例祭

新暦10月19日 大東町猿沢 猿沢神社 例祭

新暦10月20日 萩荘 駒形根神社 例祭

新暦10月20日 中里 稲荷神社 例祭

新暦10月25日 萩荘 吾勝神社 例祭

新暦10月25日 花泉町花泉 天満社 例祭

新暦10月28日 萩荘 三島神社 秋祭

新暦10月29日 花泉町日形 月館神社 秋祭

旧暦10月７日 花泉町永井 高倉神社 例祭

旧暦10月12日 千厩町小梨 小牛田山神社 例祭

新暦11月 １日 藤沢町砂子田 弥栄神社 例祭

新暦11月 ３日 東山町長坂 熊野神社 例祭

新暦11月 ３日 千厩町磐清水 新山神社 例祭

新暦11月 ４日 千厩町千厩 松澤神社 例祭

一関市内の主な神社祭典日（岩手県神社庁『平成31年郷土暦』より）
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Ⅱ  市内の民俗芸能

左エ門、和算家千葉胤秀、医者千葉理安らの先人を輩

出、餅やはっと、干し柿などの郷土料理・郷土食を伝承

している。同プロジェクトは、おいまつ柿援隊、老松活

性化同志会、老松大黒舞保存会、老松先人顕彰太鼓

保存会の4団体が中心となり、芸能や郷土食を継承し

ながら特産品を商品化し、世代間交流で住民参加型

の生活基盤づくりを行おうとするものであった。

　このうち、老松大黒舞の取り組みに着目すると、老

松小学校での昭和62年（1987）からの伝承活動をきっ

かけとして、公民館事業の支援により平成14年（2002）

に保存会が結成された。平成25年（2013）5月の創立

140周年記念大運動会では、児童、保護者、保存会

指導者の世代間交流による大黒舞の披露が実現した

（『老松小学校創立百四十周年記念誌』）。また、同年

10月の御嶽山御嶽神明社の秋季例大祭「大護摩祈祷

火渡祭」において、保存会と児童による合同演舞が行

われ、現在まで毎年継続している。保存会のメンバー

の多くが女性で、郷土食の生産・販売事業にも積極的

に関わっていることも大きな特色といえる。

　なお、御嶽山御嶽神明社では戦前から昭和40年代

の秋季例大祭において、大門神楽の奉納が境内の仮

設舞台や宮司宅（社務所）で行われていた。昭和50年

代から火渡祭が行われるようになり、神楽の奉納が途

絶えていたが、平成25年（2013）以降、白浜神楽が春

季例大祭に奉納されている。

　他方、老松先人顕彰太鼓については、平成16年

（2004）に地域づくり団体全国協議会から講習事業

への助成を受けて翌年に保存会が結成、仙台市の民

族歌舞団ほうねん座の作調・指導のもと「流れ義民太

鼓」「先人顕彰太鼓パートⅡ（胤秀・理安太鼓）」など

の楽曲を創作・演奏してきた。現在も地区の夏まつり等

で活動しているが、学校での伝承活動や神社祭礼で

の演奏など、活動の基盤が整っていないことが課題と

いえる。

　おいまつ・さざほざプロジェクトの「農村地域づくり

計画書」には、「特産品×郷土食×郷土芸能の融合によ

り、今までにない相乗効果が期待される。また、地区内

外の皆がさざほざ（和
わ

気
き

藹
あい

々
あい

）集う老松を発信するこ

とにより、やりがい・生きがいが創出され、縁溢
あふ

れる元

気なふるさとに変わり、後継者の育成・確保に繋
つな

がる」

との目標が掲げられている。こうした農村で活用すべき

地域資源の中に、「祭り」を加えることにより、地域活性

化はさらに促進されるように思われる。それは、一関市

内外の各地に応用できる事例でもあるといえよう。
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老松大黒舞（令和元年10月20日、御嶽神明社）

老松先人顕彰太鼓（平成22年９月26日、花と泉の公園）
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　鹿の角をつけた頭
かしら

をかぶり、長いささらを背負い

身に付けた太鼓を打ちながら歌い踊る「太鼓踊系」

といわれる鹿踊り。太鼓踊系鹿踊りには行山流、金

津流、春日流があり、当地の踊り組はすべて行山流

である。

　8頭の鹿で構成するのが基本というが、各団体の

事情に応じて編成している。

1．鹿 踊り｜ししおどり｜

【由来と芸能の特徴　構成】
　元禄13年（1700）に本吉郡水戸辺村（現宮城県本

吉郡南三陸町）の伊藤伴内持遠から舞川の吉田猪太

郎らが伝授したのが始まりとされている。

　昭和32年（1957）保存会を発足、舞川中学校、相

川小学校（合併後舞川小学校）の指導を続けてい

る。

　継承が困難になる時期もあったが、地区外の人や

女性の参加を積極的に進めて乗り越えた。

　8頭の鹿（1頭の雌鹿を含む）で構成。

【演目】
三人舞（三人狂）、二人舞（二人狂）、案山子躍、女鹿

子隠し、墓躍、土佐舞（土佐躍）、鹿島躍、海の門中

【由来と芸能の特徴　構成】
　大原山口鹿踊師匠、喜左衛門より文化14年（1817）

に伝授された渋民の「行山流山口派」（小崎幸五郎

が庭元）を明治中期に小沼の三浦利三郎が継承し

た。

　戦争等で中断していたが昭和25年（1950）に復活

させ、35年（1960）に保存会を結成。平成8年（1996）

から大原商業高等学校鹿踊部を指導し、合併した大

東高校への指導に続き、高校卒業生が保存会に加わ

るなど活発な活動になっている。

【演目】
入
いれ

羽
は

、入
いり

込
こ

み、大入羽、水
みず

車
ぐるま

、一人狂い、三人狂い、

回り鹿の子、引き鹿の子

【由来と芸能の特徴　構成】
　地域では明治、大正生まれの人たちが鹿踊りをして

おり、一時途絶えるが昭和20年代にも盛んに踊って

いた。昭和40年（1965）頃、当時の踊り手を師匠に丑

石青年会7人が児童館で指導を受けて伝承。

　昭和50年（1975）頃までは活動し、その後中断して

いたのを平成8年（1996）に保存会を設立し、活動を

再開させた。

【演目】
墓踊り（仏前供養）、唐金狂い（二人で踊る）、まわり

木、かかし

※過去には「ながせきは」などの演目もあった

【上演】
菅原神社例大祭（4月）、藤原まつり（5、11月）、大原

水かけ祭り（2月）、一関民俗芸能祭（3月）、イベント

など多数。新盆供養を頼まれることもある。

【保存会】
26人（20〜80歳代、女性を含む）。一関文化伝承館

で毎週練習。

※平成25年（2013）に東京在住の会員が「東京鹿

踊」を結成。

【上演】
大原水かけ祭り（2月）、養護老人ホーム夏祭り（7

月）、花巻祭り（9月）、摺沢秋祭り（9月）、猿沢秋祭り

（10月）、大東町郷土芸能発表会（12月）

【保存会】
13人（20〜70歳代、女性を含む）。小沼自治会館で毎

週練習。

【上演】
8月14日から16日まで新盆の家で依頼を受けて踊る。

【保存会】
13人（30〜70歳代、女性を含む）

① 行
ぎょう

山
ざ ん

流
りゅう

舞川鹿
し

子
し

躍
おどり

行山流舞川鹿子躍保存会
舞川字蛙沢
県指定無形民俗文化財

② 小沼鹿踊
小沼鹿踊保存会
大東町摺沢字小沼

③ 丑石鹿踊り
丑石鹿踊保存会
大東町鳥海字新田

①
②
④

③

保存会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　文化7年（1810）、大原村（現大東町大原）山口より

大木集落に伝えられた。

　昭和50年代には中断の危機があったが、若い人が

中心となり継承。子供会で教えていた時期があり、当

時の子供が加入し、また平成末頃からは会員の夫人

や子供も参加している。

【演目】
いれは、どんか、庭まわり、狂い踊り、女鹿かくし、案

山子おどり、てっぽうおどり、ひきは、墓踊り

【上演】
水かけ祭り（2月）、東山町さなぶり発表会（6月）、花

巻祭り（9月）

【由来と芸能の特徴　構成】
　文書には、大原山口屋敷又助から喜左衛門に伝授

された行山流が天保3年（1832）下折壁村の菊松に

伝授されたとある。

　大正期には盆供養に踊っていたが、毎年踊るもの

ではなく、また長年休むこともあった。

　昭和33年（1958）頃は、清水家を庭元にして練習

しており、そこに庭元の孫の忠信氏が加わり踊ってい

た。その後途絶えていたが、忠信氏が再興を呼びか

け、昭和49年（1974）冬に「行山流屋
や

中
なか

鹿踊同好会」

を発足し活動した。

　昭和60年（1985）からは折壁小学校へ指導を行

い、装束を用意し運動会披露も行った。昭和62年に

※平成中頃までは東山町長坂の町なかで位牌を持ち

寄ってもらい墓踊りで供養したり、新盆に呼ばれて庭

で踊ったりしていた。

【保存会】
10人（10〜60歳代、子供、女性を含む）

室根村の無形民俗文化財に指定される。

　8頭の鹿と「ばけぼうず（道化）」で構成。道化は家

にあった面（かまど神か）をつけていた。

【演目】
一人狂い、二人狂い、笹狂い、墓踊り

④ 行山流大木鹿踊
行山流大木鹿踊保存会
東山町長坂字大木沢

★ 折壁鹿踊り
折壁鹿踊保存会
室根町折壁若菜沢
市指定無形民俗文化財　★平成 29 年から休止中

　昭和 49 年（1974）清水忠信氏の呼びかけに地区の若者らが応じて鹿踊りが再興した。清水家

の庭などで一斗缶を太鼓に見たてて練習を積み、公会堂で発表会を開催できるまでになった。

　活発に活動を続け、昭和 62 年（1987）には村の無形民俗文化財指定を受け、子供への指導に

も力を入れていた。

折壁鹿踊保存会の歩み

保存会提供

保存会提供

ばけぼうずに使った面
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五郎七　又助近親
南三陸町戸倉

又助 (1730 ～ 1784)

●大原山口系　系譜へ

伊藤伴内持遠
南三陸町戸倉

弟の五郎 弟の三介

養右衛門
大東町沖田

▲天狗田鹿子躍
( 廃絶 )

小野寺榮三郎
奥州市水沢

昭和 5 年 (1930)

▲伊藤流行山鹿踊

中村善六
東山町田河津

大正 10 年 (1921)

▲小沼鹿子躍
( 廃絶 )

佐藤栄助
東山町田河津

大正 4 年 (1915)

▲矢ノ森鹿子躍
( 廃絶 )

平六
南三陸町志津川

千葉平九郎

吉田猪太郎
元禄 13 年 (1700)

　　　　　　吉田孫右衛門　猪太郎門人
寛政 10 年 (1798) 碑建立

吉田七之助　

佐藤庄治郎
東山町田河津

寛政 12 年 (1800)

松山満五郎
（旧姓小野寺）

中興の祖

▲田河津鹿子躍
( 廃絶 )

七内
享保２年 (1717)　

子孫水沢へ

吉田吉六

吉田兵右衛門

吉田七郎兵衛

吉田惣三郎

▲舞川鹿子躍

入谷四郎兵衛
南三陸町入谷

【皆白仰参系】
奥州

金ケ崎
北上

宮城県方面へ

【行山山雀系】
旧舞草村
旧長坂村
旧松川村

善九郎
南三陸町入谷

■気仙系
小通鹿踊
前田鹿踊

伝七

弥惣治
入谷９代

■気仙系
坂本沢鹿踊
笹崎鹿踊

鈴木弥内
川崎町門崎

文化 9 年 (1812)

佐々木良蔵
東山町長坂

文化 8 年 (1811)

▲長坂鹿子躍
( 廃絶 )

佐々木万太郎
大東町猿沢

文政 5 年 (1822)

▲猿沢鹿子躍
( 廃絶 )

　▲布佐鹿子躍 ( 廃絶 )

平之助
千厩町

文政 3 年 (1820)

千厩鹿踊
( 廃絶 )

善太郎
東山町大木

寛政 12 年 (1800)

大木鹿踊

東山町大木
天保 15 年 (1844)

久保鹿踊
（廃絶）

　　　　　　　　　　　又助 (1730 ～ 1784) 近親水戸辺五郎七より伝授
大東町大原

　　　　儀兵衛 天明 2 年 (1782) 伝授

喜左衛門

金之丞

忠助

大原山口鹿踊
( 廃絶 )

幸五郎
大東町渋民

文化 14 年 (1817)

安五郎

養右衛門

歳三郎

幸三郎

渋民鹿踊
（廃絶）

和賀丈八
大東町摺沢

明治 27 年 (1894)

三浦利三郎
大東町摺沢

明治 27 年 (1894) 頃

小沼鹿踊

善十郎
大東町曽慶

文化 7 年 (1810)

曽慶鹿踊
( 廃絶 )

菊地菊蔵
大東町摺沢

明治 27 年 (1894)

源八鹿踊
（廃絶）

菊松 
室根町下折壁

天保 3 年 (1832)

折壁鹿踊
（休止）

常五郎
(1827 ～ 1910)

天保 12 年 (1841)

前田野鹿踊
( 廃絶 )

所左衛門　又助と同時期くらいに伝授
　　大東町沖田

源右衛門 宝暦年間に江刺の鴨沢と地ノ神に鹿踊指南

　　武左衛門

久三郎
大東町鳥海

寛政 12 年 (1800)

丑石鹿踊

正太郎
大東町中川

中川鹿踊
( 廃絶 )

鹿踊り（行山流）系譜略図　一関市編　
作成　安部　靖（奥州市江刺、金津流獅子躍師匠）

行山流

●大原山口系
■気仙系　しかし大原山口系と混同する　
▲舞川系

大原山口系

・廃絶団体は全て仮称である。
・ 創始・相伝の伝承や伝承経路、人名等は書誌や口承により諸説があり、本図の限りでない。    
・山口派とまとめてはいるが山口派文書は「鹿躍目録」に対し、前田野派文書では「鹿躍定書之事」である。
・山口、前田野は大東町に於ける行山流鹿踊二大勢力といえる。
・前田野の発祥年は不明だが山口より早い可能性もある。
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№ 写真 系統など仮称 碑文 紋 年等 西暦 設立者 場所 寸法（高さ×幅）、
奥行（㎝）

文献（35頁）
掲載

文献に
写真 備考

① ○ 勘太郎系行山 行山鹿子踊供養 九曜紋 文久三癸亥年九月十七日 1863 中立　鹿之助七十一才 厳美町駒形根神社境内 120×70 ４、６、７ あり

② ○ 勘太郎系行山 行山鹿子踊供養 九曜紋 明治十五年三月十七日 1882 中立　佐々木仁左ェ門 厳美町駒形根神社境内 140×50 ４、５、６、７ あり 若神子の塚バス停留所にあったが
道路改良のため移転

③ 行山鹿子踊 行山鹿子躍 九曜紋 寛政十二年六月十七日 1800 厳美町駒形根神社境内 １、６ あり 未確認
④ 勘太郎系行山 行山鹿踊供養 文政三庚辰冬十一月九日 1820 厳美町若神子塚バス停留所 165×95 １、４、６ あり 道路工事で見えなくなったという
⑤ ○ 鹿嶋宮行山流踊 鹿嶋宮行山流踊供養 文政十三年庚寅三月吉日 1830 行山清左ェ門、門人中立利道 厳美町古館　長慶寺西側丘陵部 185×50、60 ６ あり
⑥ ○ 勘太郎系行山 行山供養　　開眼　正楽院 寛政七年九月十二日 1795 鹿踊　半右衛門　貞三郎 厳美町雨田　かんぽの宿バス停近く 60×43 １、６ あり
⑦ ○ 勘太郎系行山 南無阿弥陀佛　　開眼導師正楽院 寛政七年九月十三日 1795 鹿踊　与三郎 厳美町雨田　かんぽの宿バス停近く 110×90 ６ あり
⑧ ○ 勘太郎系行山 行山鹿踊供養 九曜紋 天保六乙未年九月十七日 1835 厳美町雨田　かんぽの宿バス停近く 90×55 １、６、７ あり
⑨ 行山 行山供養 寛政四年九月十七日 1792 厳美町雨田　かんぽの宿バス停近く 60×40 ６ なし
⑩ ○ 勘太郎系行山 行山鹿踊供養　天王八雲神社 九曜紋 明治四十四年五月吉辰日 1911 庭元 佐藤文四郎　先生 佐々木謙太夫 厳美町山谷八雲神社参道 105×55 １、４、６、７ あり

⑪ ○ 勘太郎系行山
（梵字　金剛界五仏）　一之迫畑岡村師匠 右旨趣獅子躍施
行事
已何十歳今般建石碑供養塔（か）

九曜紋 宝暦十庚辰歳九月吉日 1760 名前あり不詳 萩荘芦の口　自鏡山吾勝神社南口 154×46 ４

⑫ 勘太郎系行山 一之迫畑岡村師匠　右旨趣獅子躍施行事
已何十歳今般建石碑供養塔 享保拾九年甲寅 1734 萩荘芦の口　自鏡山吾勝神社北口 ４、７ 現在は碑分読めず

⑬ ○ 山雀流舞草鹿踊 春日大明神 キリーク 天保三辰年　九月吉祥日 1832 行山山雀流　兵右衛門 舞川字蓬田 125×114 ７ あり 道路下にあったのを引き上げた
⑭ ○ 山雀流舞草鹿踊 春日大明神　壽老神　空也師 キリーク 時于文化十二天九月と朔日 1815 山雀流祖　三郎右衛門 舞川字平石７付近 180×140 ７ あり
⑮ 山雀流舞草鹿踊（か） 舞川字平石７付近 ７ あり 未確認
⑯ ○ 山雀流舞草鹿踊 春日大明神　山雀流 九曜紋 明治六年酉七月十二日 1873 千葉卯格（か） 舞川字和田 190×86 ７ あり
⑰ 〇 行山流舞川鹿子躍 春日大明神　不空羂索観音　高祖空也上人 文化九申年 1812 行三末流　吉田七之助 舞川字原沢155付近 100×70 ７ あり 文献掲載の年号は誤りか
⑱ ○ 行山流舞川鹿子躍 行山流鹿子踊供養碑　岩手県知事 千田正書 九曜紋 昭和五十年十月吉辰 1975 舞川字原沢菅原神社境内 190×103 ７ あり
⑲ ○ 行山流舞川鹿子躍 春日大明神行山 年月不詳 吉田清蔵 舞川字水上　小坂バス停付近 130×41 ７ あり
⑳ ○ 行山流舞川鹿子躍 春日大明神　高祖空也上人 キリーク 年月不詳 七郎兵衛（か） 舞川字水上　小坂バス停付近 110×82 ７ あり
㉑ ○ 行山流舞川鹿子躍 春日大明神　不空羂索観音　高祖空也上人 年月不詳 七郎左衛門 舞川字水上　小坂バス停付近 150×130 ７ あり
㉒ ○ 行山流舞川鹿子躍 春日大神　行山 大正四年八月八日 1915 吉田七太郎 舞川字外大久保17付近 114×37 ７ あり
㉓ ○ 行山流舞川鹿子躍 南無阿弥陀佛　躍供羪 月輪 寛政十午年　八月吉祥日 1798 瀧之倉　孫右衛門 舞川旧今泉街道高卜峠
㉔ ○ 行山流大原山口鹿踊 行山躍供養塔　又助 九曜紋・菊紋 天明二年　八月十六日 1782 大東町大原山口15手前 92×55、36 ２、９ あり

㉕ ○ 行山流山口派小沼鹿踊
行山流　小沼鹿踊供養碑　山口派 （裏）第九代師匠中立正
一没す
平成七年五月二十日　平成十六年五月吉日正喜建立

九曜紋・菊紋 平成十六年五月吉日 2004 三浦正喜 大東町摺沢小沼57付近 90×45

㉖ ○ 行山流天狗田鹿子躍 躍供養 ■政七歳　七月吉日 人数十八人 大東町沖田久子沢５付近 70×48 ３
㉗ ○ 行山流天狗田鹿子躍 踊連中家内安全 九曜紋 享和元年酉歳　八月吉日 1801 養右エ門 大東町沖田久子沢５付近 95×58 ３
㉘ ○ 行山流天狗田鹿子躍 獅子躍塔供養 年代不明 大東町沖田久子沢５付近 92×46 ３ 割れている

㉙ ○ 行山流前田野鹿踊 踊供養 文化十二乙亥歳　八月五日 1815 中立武左衛門他 大東町沖田字奈良崎５付近 92×81、33
（台高8）

㉚ 〇 山口派仰山流丑石鹿踊 南無阿彌陀佛　 九曜紋・月輪 寛政十二星　行山七月十五
日 1800

施主　久三郎　円之助　八太郎　十左エ
門　深松　己五三郎　辰之助　猿松　五
良　弓前　万之助　太郎左エ門　喜四郎

大東町鳥海字物沢　物沢公葬地奥 115×72 ２

㉛ 〇 山口派仰山流丑石鹿踊 南無阿彌陀佛 月輪 弘化ニ巳年　七月十六日 1845 吉郎治他 大東町鳥海字物沢　物沢公葬地奥 92×50
㉜ ○ 山口派仰山流丑石鹿踊 南無阿彌陀佛 九曜紋 慶応元丑歳　九月 1865 大東町鳥海字西丑石　消防屯所向かい 123×43、32 現在、年号は読めず

㉝ ○ 行山流渋民鹿踊 角懸仰山躍供養 菊紋・九曜紋 天保十五甲辰歳　 1844 源蔵　世話人菊池太郎吉　芦宇一郎　中
立　幸五郎　右弟子百拾八人 大東町渋民伊勢堂40　裏山 100×60 ２

㉞ 〇 行山流千厩鹿踊 行山躍供羪　大白山観海 九曜紋・菊紋 嘉永四亥歳　十月十四日 1851 長坂村善太夫 千厩町千厩字上駒場93裏山 143×69、30 ８ あり もとは白山光龍寺（松澤神社）

㉟ 〇 行山流千厩鹿踊 行山躍供羪 九曜紋 明治廿五歳　八月十四日 1892 佐藤近之丞　世話人　佐藤喜源太、金野
徳四郎、佐藤養三郎　外十四名 千厩町千厩字上駒場93裏山 108×105、36 ８ あり もとは白山光龍寺（松澤神社）

㊱ 〇 行山流久保鹿踊 行山踊供養 九曜紋・菊紋 天保十五　辰年仲秋八日 1844 東山町長坂久保10北側 80×70、15 10 あり 大木鹿踊りには、教えた伝承あり
㊲ ○ 行山流大木鹿踊 行山獅子踊供養　菊御紋　九曜御紋 文化七年仲秋未巳 1810 大原山口亦助弟子　中立善太郎 東山町長坂大木沢79北側 100×45 ２、10 あり
㊳ ○ 行山流大木鹿踊 行山踊　鈴木善太夫大夫碑 菊紋 明治十六癸未　八月十五日 1883 東山町長坂大木沢　大木沢バス停付近 100×70

㊴ ○ 行山流大木鹿踊 行山流鹿踊供養　大原山口亦助派大木中立　鈴木長左エ門
昭和廿九年七十七才 菊紋・九曜紋 昭和五六　辛酉春彼岸 1981 嗣子義雄七十三才　後継伸雄四十七才 東山町長坂上沢田136南側 112×77、42

（台高20）

㊵ ○ 山雀流岩ノ下鹿踊 春日大明神　山雀流 九曜紋 明治二十七年七月吉日
大正七年七月吉日 1894 1918 明治二十七年　佐藤大三郎　 大正七年　

千葉林七 東山町岩ノ下観音堂下 120×55、40 10 あり 同一碑内に年号２つ

鹿踊り供養碑一覧
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供養碑一覧「文献掲載」
１　�一関市文化財調査委員会　『一関市文化財調査報告書　第 5 集』1968　一関市教育委員会

２　�金野冨雄　「行山流山口派鹿踊りについて」『東磐史学　創刊号』1976　東磐史学会

３　�金野冨雄　「行山口派鹿踊」『東磐史学　第 2 号』1977　東磐史学会

４　�一関市史編纂委員会　『一関市史　第 4巻地域史』1977　一関市

５　�一関市立本寺中学校　『須川・本寺風土記』1977　一関市立本寺中学校　

６　�阿部正瑩　『厳美地方の民俗資料』1985　阿部正瑩

７　�佐藤丕基・千田一司　『一関地方の民俗芸能　郷土の文化シリーズ26』1998　一関市教育研究所

８　�千厩町史編纂委員会　『千厩町史　第４巻近代編』2000　千厩町

９　�山口自治会長　千葉耕士　『おらほの文化財　山口の文化財』2010　山口自治会

10　�いちのせき元気な地域づくり事業（郷土ひがしやま歴史伝統保存記録事業）　『ひがしやま記憶をつなぐ（郷土ひがしや
ま歴史伝統保存記録事業）』2015　東山町自治会連絡協議会

鹿踊り供養碑写真

① ② ⑤ ⑥※ ⑦※

⑧ ⑩ ⑪※ ⑬※ ⑭※

⑯※ ⑰※ ⑱※ ⑲※ ⑳※

㉑※ ㉒※ ㉓※ ㉔ ㉕

※は安部靖氏撮影

㊱ ㊲ ㊳ ㊴ ㊵

㉛※ ㉜ ㉝ ㉞※ ㉟※

㉖※ ㉗※ ㉘※ ㉙ ㉚※
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藤 沢

川 崎

花 泉

東 山

千 厩 室 根

大 東

鹿踊り供養碑所在地

⑩

⑪⑫

⑯⑬
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⑰㉓㊵
㊳
㊱
㊲
㊴ ㉕ ㉔

㉝

㉙

㉜

㉚㉛
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⑤
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⑩
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⑯⑬
⑭⑮ ⑱

⑰㉓㊵
㊳
㊱
㊲
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㉙

㉜

㉚㉛

㉞㉟

④

⑤

①②
③

⑥⑦
⑧⑨

⑲⑳
㉑
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㉘

※図中の丸番号は、鹿踊り供養碑一覧の番号に対応する。
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　獅子の頭
かしら

を持ち、幕の中に2人か3人が入って太鼓

にあわせて踊る。当地の獅子舞は、正月や春、または

夏に神社の祭礼につき従い、あるいは獅子のみで地

域を巡行して厄払いをする。

2 ．獅 子 舞 ｜ししまい｜

【由来と芸能の特徴　構成】
　文化2年（1805）、当地方一帯に悪疫が流行してい

たので、狐禅寺久田の修験、来善院の恵順法印が仲

間の法印たちと羽黒山に行き、獅子舞を習得してき

た。八雲神社の神輿が村内を巡幸するとき、各家々

でこの獅子舞を舞ったところ悪魔降伏、疫病退散の

効験あらたかであった、という。八雲神社は稲荷神社

（狐禅寺舞台）に合祀されている。

　獅子舞は地域で舞われていたが後継者がおらず、

狐禅寺芸能保存会の男性が担うようになった。昭和

50年代までは狐禅寺全戸を回り、座敷から靴を脱い

で家に入って、柱に沿わせて舞う「柱かくし」をした。

現在は各地区公民館を回っている。

　ほら貝、太鼓、舞手（2人）で構成。

　昔は太鼓は一人で肩から抱えていた。獅子は、鈴、

扇子を持ち、毎回、宮司が切った紙垂を頭につける。

頭は昭和末に新調し、代表宅で保管している。

【由来と芸能の特徴　構成】
　7月の「ご天王さま」の祭りに神職が社を持って七

集落を回るのに供奉する。昔から八雲神社の別当とし

て阿部家が頭
かっしゃ

を保管し、獅子舞を舞っていた。

　氏子が協力して保存会としている。地名をとって神
じん

田
でん

獅子舞としていたこともある。

　構成は、太鼓（1人）と舞手（2人）。

　頭の紙垂は付けたまま。昔は落ちたものをおばあさ

んたちが喜んで持ち帰っていた。幕と同じ布で尻尾

がつく。

【演目】
太鼓に合わせて舞う。その後、頭などを噛む。

昔は歌を歌っていたとも聞くが、不明。

【由来と芸能の特徴　構成】
　昔から「ご天王さま」の神輿について獅子舞を踊る

人がいた。昭和末頃までは踊っていたが、現在はい

ないので、神楽の会員が代わりに担っている。

　獅子頭は八幡神社に保管し、祭りの時に出して、毎

年、新しい紙垂を付ける。幕には共布で尾がついて

いる。

　構成は太鼓（1人）、舞手（2人）

【演目】
決まった演目はない

【演目】
舞い上

あが

り、御
み

神楽、火難よけ疫病よけ舞い、疫病よ

け舞い

【上演】
地区内（公民館、新築の家など）の巡行（3月）、病院

慰問など

【保存会】
　狐禅寺芸能保存会は昭和41年（1966）に神楽を習

うために狐禅寺2～6区の有志で発足。5区公民館で

練習し、神楽や七福神舞を披露したが現在は活動で

きていない。会員は約20人（50～70代男女）。そのう

ち男性が獅子舞を担う。

【上演】
ご天王さまの祭り（7月）で7集落の各自治会館を回

る。昭和中頃までは各家を回っていた。

【保存会】
15戸（中島地区の氏子）。奉納前に中島公民館で練習

を行う。

【上演】
ご天王さまの祭り（7月）で7集落の公民館を回る。戦

後すぐは各家を回っていた。

【保存会】
なし

① 狐
こ

禅
ぜ ん

寺
じ

獅子舞
狐禅寺芸能保存会
狐禅寺字川口

② 西黒沢獅子舞
西黒沢獅子舞保存会
萩荘字川ノ上

③ 達
た っ

古
こ

袋
た い

獅子舞
保存会はない。
達古袋神楽の保存会員が担っている。
八幡神社（萩荘字八幡）

③ ④

⑤
⑥

⑦
①②

佐藤公基氏提供

保存会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　寛永年間（1624～1644）に、修験の流れをくむ熊野
神社が河岸に移り、大正期に儛草神社に合祀された
熊野権現についた獅子舞。
　昭和40年（1965）頃までは旧暦2月1日に儛草神社
内の八雲神社付きの獅子舞として神輿について旧舞
草村内を巡っていた。しばらく途絶えていたが、地域
の若い人が参加し、平成28年（2016）に各自治会の
受け入れの協力を得て巡行を再開した。
　昔は神社講中の家や新築の家にも呼ばれ、土間や
玄関で舞った。頭の紙垂がお守りとされ、子供が競っ
て取っていた。各家では、盆に載せた米を供え、お守
りを受けてからその年の農作業を始めたという。
　構成は太鼓（1人）、ほら貝、獅子舞（3人）。
　頭は別当家に保管。

【由来と芸能の特徴　構成】
　文久3年（1863）の幕が残る東永井獅子舞から指

導を受け、引き継いでいる。平成22年（2010）に永井

地区住民に協力を得て郷土芸能伝承保存会を作り、

教室形式で誰でも参加できるようにして公民館で獅

子舞と鶏舞（永井神楽）の継承活動を始めた。平成

17年（2005）に閉校した花泉南中学校の獅子舞の道

具を使っている。

　構成は、獅子あやしと獅子舞（2人）、笛、大太鼓、

小太鼓、鉦。

【演目】
打ちばやし、外ばやし、獅子舞

【由来と芸能の特徴　構成】
　古くから地域で舞われてきたという。昭和47年

（1972）頃、東永井の弥栄神社で文久3年（1863）の

幕が発見されたのを機に永井青年会が経験者の古老

に教わって始めた。地域で太鼓を作ってもらい、その

お披露目に正月元旦に永井地区の全戸を歩いたり、

他地区まで行ったりした。

　昭和50年代中頃から平成17年（2005）の閉校まで

花泉南中学校に指導していた。

　現在は弥栄神社の祭礼でのみ奉納している。

　構成は、獅子あやしと獅子舞（2人）、笛、大太鼓、

小太鼓、鉦。

【由来と芸能の特徴　構成】
　岩ノ下の三十三観音と関係があるという。

　1月3日に地区内の全戸を「悪魔祓い」に回り、早間

神社（松川字台）のお札を配る。厄年の人には厄払い

の札も渡す。

　もとは小正月行事の「かどめぐり」として旧暦1月12

日に行っていたが、平成初めに日を変えた。年配者の

頃には、獅子に入る前には魚を食べないなど精進をし

ていた。

　構成は、「悪魔払い」のささら（幣束）を持つ人、お

札を配る人、太鼓（大太鼓、小太鼓、太鼓を担ぐ人）

と笛、獅子（3人）で十数人の一行になる。

　獅子頭は「胴元」に祀られている。先代の頭は、江

戸時代に地域の大工が一つの切り株から二つ作り、

もう一つは萩荘の頭という。麻で作った尻尾を付け

る。紙垂は付いたままにしている。

【演目】
かいな差し、お脇払い、三の足、六の足、シャクジョウ
御神楽、オオギ御神楽、柱ガクシ、世の波

は

、親子舞
※世の波は子猿と翁が登場する物語のある演目。
【上演】
八雲神社祭礼「天王さま」で各地区公民館を巡行（3
月）、舞川幼稚園で披露（2月）。
【保存会】
約20人（河岸を中心にした有志、30～80歳代）。月2
回舞川第8区公民館で練習。

【上演】
永井地区敬老会（9月）、市民センター祭り（11月）、

慰問など

【保存会】
約20人（子供～大人）

【演目】
踊り（獅子舞）、お囃子（打ちばやし、外ばやし）

【上演】
弥栄神社の祭礼（旧暦6月15日前後）

【保存会】
7人（50～80歳代）

【演目】
なし

【上演】
悪魔祓い（1月）

※昔は新宅祝いの依頼もあった。さなぶり大会やイベ

ントに出演することもある。

【保存会】
地区の全戸が参加（昭和53年（1978）に保存会を結

成）。

④ 善
ぜ ん

楽
が く

流
りゅう

獅子舞
善楽流獅子舞保存会
一関市舞川字河岸

⑤ 東永井獅子舞
東永井獅子舞保存会
花泉町永井字岫前

⑥ 永井獅子舞
永井地区郷土芸能伝承保存会
花泉町永井字新田

⑦ 岩ノ下獅子舞
岩ノ下獅子舞保存会
東山町松川字岩ノ下

保存会提供
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　小正月にその年の豊作を祈願して各家を回り、

庭などで踊る。太鼓にあわせて踊るものと、手に

太鼓を持って踊るものがある。「やんじゅうろ

う」などという役がいることが共通している。

3 ．田植 踊り｜たうえおどり｜

【由来と芸能の特徴　構成】
　藩政期に猪岡村の肝入槻山権十郎が若衆に伝授し

たとの伝えがある。

　2代目の明治25年（1892）頃からの記録はあり、3代

目に女性が加わるが、その後6代目までは男性が踊っ

ていた。「役人田植踊り」といわれていた。

　構成は、胴取り（太鼓）、大夫（口上を言う）、奴

（男役）、早乙女、どけ（道化。弥十郎、才三とも。面

をつけて手平鉦を摺る）。

　昔は笛方もおり、岡びょうし、水口がかり、かっため

ちらし、早苗とり、苗がかりなどの役もあったという。

【演目】
朝はかの奴、義経の奴、義経の手太鼓、仙台田植（一

丁ぎ、二丁ぎ）、夕暮れ

※過去には、朝はかの手太鼓、今日の田植、小波合

せ、足柄山、お正月の手太鼓、鎌倉の手太鼓、黒川の

【由来と芸能の特徴　構成】
　昭和25年（1950）、地域に芸能がなかったので、
当時42の厄年であった勝部榮之丞氏宅を庭元にし
て気仙沼市八瀬の「関根田植踊り」の先生を招いて
20歳前後の青年が習得した。翌年の水かけ祭りで
披露し、小正月行事として家々を回った。昭和40年
（1965）頃までは、水かけ祭りの前日に集落内の全
戸を回っていた。現在は、水かけ祭りで年祝いの家
や商店を回る。
　配役は、八

やんずろう

次郎2人（大・小八次郎、回しの文字
は大、原）、早

そうどめ

女7人（田、植、し、も、う、ち、の、の文
字が入ったまわしをつける。中立ちは「う」、先鉢は
「田」、後鉢は「植」）。囃子は笛（1～3人）と歌。門
付けでは、庭借り、ガバン（鞄）持ちが先導する。

【由来と芸能の特徴　構成】
　小梨10区の青年たちが昭和49年（1974）、打ち

ばやしとともに矢越の小松森雄氏から習った。やん

じゅうろう2人がこっけいなことを言いながら主導

し、舞手（5人など奇数人）が小太鼓を持って踊る。

笛がつく。

【演目】
お正月、年の始め、朝はか、向山、此の宿、入れ違い

向山、おいとま

【上演】
　平成中頃まで正月3日頃にお祝いのある家（新築や

手太鼓、神川の手太鼓、向え山の手太鼓、吉原の手

太鼓、麻きりの手太鼓、斜太鼓、行けやもどれ、目を

見れば、安恵の山、松がや、ちんばくら、西よ館、壱丁

笠、前の檜木、など約30種類の踊りがあった［岩手日

日新聞　昭和50年12月11日掲載より］。

【上演】
一関市民俗芸能祭（3月）

【会員】
小猪岡地区の中上を中心にした愛好者の会。15人

（50～70歳代の女性が主）

【演目】
お正月、年初、鎌倉、朝霧、尊

たっとい

、朝はか、向
むかい

山
やま

、夕
暮、君

きみ

様
さま

、おいどま、立［平成29年水かけ祭りで上演
した演目］
ほかに、細道、朝草刈、ヒロヘモチ、黒川、十七
【上演】
大原水かけ祭り（2月11日）
【保存会】
昭和53年に保存会を創設。現在、下内野住民と役所
職員など有志47人。

結婚）に呼ばれて行っていた。小梨地区だけでなく、

千厩町内の他の地区にも行った。

　現在は、結婚式などに呼ばれて行く。披露機会は

少ないが、練習はしている。

【保存会】
13人（小梨10区の20～70歳代の男性）

① 小猪岡豊年田植踊
小猪岡豊年田植踊
厳美町字中ノ上

③ 小梨田植踊り
小梨芸能保存会
千厩町小梨字大目

② 下内野田植え踊り
　 ［別称：オダエ（お田植）］ 
下内野田植え踊り保存会
大東町大原字岩脇

⑥

⑤④
③

②

①

保存会提供

保存会提供

小梨自治振興協議会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　大正頃にも踊る人がいたが、昭和7年（1932）小野
寺巳之助氏宅を宿にして浜横沢の菅原貞之進氏が一
か月間滞在し、青年たちを教えた。数回で途絶え、再
度昭和26年（1951）に貞之進氏から10～30歳代の男
女11人が伝承し、2年ほど活動した。
　その後は休んでいたが昭和37年（1962）に婦人会
に教え、20年ほど続き、昭和50年（1975）頃に天ケ森
子供会に教え、平成中頃まで続いた。
　平成31年（2019）の中東北田植え踊り大会（藤沢
町）に呼ばれて小野寺義吉氏などを師匠に練習して
出演した。
　構成は、やんじゅうろう、かっこ（中央が中立）、
笛、庭借り、荷しょい（昔は米や豆をもらっていた）。
【演目】
入れは、年の始、お正月、朝はか（朝の歌）、麻切、長
十七、どこより、向山、鎌倉、夕暮（夕方の歌）、この

【由来と芸能の特徴　構成】
　明治初期に宮城県の涌谷や米川（東和町）から伝

わったといい、小正月に少人数で家を回って歩いてい

た。昭和40年（1965）頃に徳田青年会が年配者にそ

の踊りを習って徳田部落会館で始めた。徳田青年会

が八沢青年会（徳田、砂子田、新沼、増沢）に教えた

こともある。

　その後、途切れていたが、徳田小学校の教育発表

のために頼まれて青年会の経験者とPTAが保存会を

作って指導した。当時の校長先生が神社の宮司だっ

たので発表会用に祭壇を作り、教諭がナレーションを

吹き込んだ。

　敬老会やお祭りなどでは大人も一緒に踊る。

　構成は、笛、口上・歌、踊り手（やんじゅうろうを含

む）、あるじ役。

【由来と芸能の特徴　構成】
　昔から田植踊りを踊る人たちがいた。昭和49年
（1974）、昔踊っていた60歳代の人を師匠にして、大
里地区の20～50歳代の有志が田植踊りと手踊りを
習った。しかし、数年で中断した。
　昭和56年（1981）に地区の小学生高学年に田植踊
りと手踊り（近江八景、夕暮ほか）を教えた。平成9年
（1997）に助成をもらって地区の小学生全員に田植
踊りのみを教えるようになり、現在は子供会が継承し
ている。
　構成は、弥

やんじゅうろう

十郎2人、カッコ（踊り手）5人、下座
（歌）と笛吹（現在、不在）。
【演目】
入葉、年の始、お正月、朝はか、朝霧、向山、入違向
山、昼へ持ち、何

ど

処
こ

より、鎌倉、義経、黒皮、此の

しぐ、ひるえ持ち（昼の歌）、義経、黒川、君様、七ツ
下、廻り十七、細道、おいとま、行ぎそう、さよ節（道
中歌）
［踊り］夕暮れ、一の谷、近江八景、春駒、ヤモト、伊
勢踊り、餅おいとこ、家業おいとこ、春雨、おさべおい
とこ、やんじろう、踊り十郎（現在は、一部のみ伝承）
※ご祝儀をもらうと手踊りや太鼓を加えた。
【上演】
　昔は、餅の年越（旧正月15日）頃に地区内や大東
町曽慶や大原まで泊まりで踊って歩いた。
【保存会】
15人（30～80歳代男女）

【演目】
田植踊り（1～5番）を時間に応じて選ぶ。

【上演】
藤沢町子ども芸能発表会（1月、子供のみ）、地区敬

老会、芸能祭など

【保存会】
保存会員16人（30～70歳代、女性1名含む）、小学生

約10人（希望者が参加）

宿
しゅく

、七つ下り、長十七、廻り十七、巻きおろし十七、君
様、細道、御

お

暇
いとま

、行ぎそろ、渡拍子
［手踊り］おいとこ節、家業おいとこ節、夕暮、八本、
伊勢おどり、春駒、近江八景、軒ばやし、大黒舞
【上演】
地区の敬老会（9月）、芸能祭など
※昔はお観音様まいり（南流神社（室根町折壁）で1
月17日に開催）で町場を門付けで歩いていた。
【保存会】
子供9人、大人4人（女性が主）

④ 入山沢田植踊り
入山沢田植踊り保存会
千厩町奥玉字入山沢

⑥ 徳田田植え踊り
徳田田植え踊り保存会
藤沢町徳田字辻道

⑤ 大里田植踊り
大里田植踊り保存会
室根町折壁字新館前

【由来と芸能の特徴　構成】
　明治30年（1897）頃、前ノ沢で気仙沼の師匠に習っ

て始めた。その中の泉慶三郎氏が大正7年（1918）に

師匠となって藤原直美氏、佐藤儀三郎氏に教え、そ

の二人が昭和25年（1950）に佐藤冨男氏、須藤良人

氏に教えた。昭和56年（1981）2月に冨男氏らを師匠

にして約10人で保存会を発足した。前ノ沢（渋民3区）

の青年が中心だが女性が加わることもあった。

　昔は大きな家を宿にして練習をしていたが、保存会

は冬に1週間ほど渋民3区の会館で練習した。

　正月元旦に八坂神社に奉納し、地区内の家や他の

区などを「かどめぐり」した。昭和63年（1988）には県

の補助を受けて衣装を揃え、大東町の芸能祭にも出

た。

　平成始め頃には保存会員が曽慶小学校に教えた

り、曽慶青年団に教えたりしたこともあった。地区の

子供が一緒に踊ったこともあった。

【演目】
お正月、向い山、おいとま、やんじゅうろうの口上

★ 前ノ沢田植踊り
前ノ沢田植踊り保存会
大東町曽慶字清水
★現在は休止中

保存会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　大正期に青年団の男女で踊っていたという。昭和

22年（1947）頃、戦地から帰ってきた人に教わって始

めるが数年で中断し、昭和31年（1956）に再興。何度

か中断し、昭和42年（1967）2月に屋中7区全戸が参

加して「上山田植え踊り保存会」を作るが、また中断

した。

　当時は南流神社（室根町折壁）の縁日（1月17日）

に奉納し、町を門付けで歩いた。その前日に地区内

の各戸を回った。昭和50年代にはイベントに呼ばれ

ることもあった。

達古袋田植踊り（萩荘広面、小猪岡から伝承）、山谷田植踊り（厳美町）、払川田植踊り（大東町大原）、宇都野

田植踊り（大東町大原）、上大原金成沢田植踊り（大東町大原）、丑石田植踊り（大東町鳥海）、曽慶七区田植踊

り（大東町曽慶）、釘子田植踊り（室根町）、津谷川田植踊り（室根町）、濁沼田植踊り（千厩町）

　構成は、かっこ5人、やんじゅーろ2人（または4

人）、笛4、5人、庭借り・お世話人（計20人くらい）。明

治の末には「女やんじゅうろう」がいたといい、昔から

男女ともに参加している。

【演目】
年の始め、お正月、向山、おおやれ、こやれ、扇正月、

あさはか、ほそみち、おいとま、わたり

［手踊り］おいとこ、けんばやし、春駒など

★ 上
わ

山
や ま

流田植え踊り
上山田植え踊り保存会
室根町折壁字屋中
★現在は休止中

★ �そのほかの休止中の田植え踊り

　江戸時代の伊勢参りの途上で見た祭りの踊りを

覚えて持ち帰ったのが由来などとされる。囃子の

笛にあわせて屋台に据えた太鼓を踊りながら綾棒

（バチ）で叩く。大東町とその周辺で見られる。

4 ．伊 勢 神 楽 ｜いせかぐら｜

【由来と芸能の特徴　構成】
　元文年間（1736～1741）、駿河逗留時の秋祭りを

持ち帰った萱屋敷九右衛門が広めたのが始まりとい

う。江戸時代末の1850年代に宇都野川具保の亦兵衛

が大之助に指示し、神楽を復活させて秋祭りの御供

行事として伝えてきた。

　昭和58年（1983）頃に保存会を結成し、太鼓を購

入し、青年を育成してきた。昭和55年（1985）からは

内野小学校を指導（平成22年閉校）。

　笛の囃子で「綾」を持って踊り、太鼓を叩く。踊り

手は24人、笛2人、庭借り・かばん持ち、賄い等含め

て80人近くが参加。

【演目】
渡り拍子、一

いっ

拍
ぴょう

子
し

、曲、金成矢車、野々下矢車、岡

崎、滋賀、香
か

川
がわ

、唐
とう

飛
ひ

、御釈迦、御神輿降
さが

り羽
は

、御

神輿降
くだ

り、ぶっかくし

【上演】

大原八幡神社祭礼（4年ごと）

【保存会】
上・中・下内野の全戸約150戸が加入。

① 宇
う

都
つ

野
の

伊勢神楽
　 （旧内野伊勢神楽） 
宇都野伊勢神楽保存会
大東町大原字城戸

④

③②
①

保存会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　元文年間（1736～1741）に鳥海村丑石の兄弟が駿河

で会得して帰り、伊勢神楽として人々に教えたという。

江戸時代末に沖田堀合から婿養子に来た忠吉氏が小

向、板倉の若者に伝授したのが下猿沢での始まり。

　昭和53年（1978）に下猿沢自治会で保存会を作り

伝承しており、地区の子供は小学生になれば指導を

受ける。昭和58年（1983）から猿沢小学校の運動会

に指導。小学校に指導を始めてから地区の女児も加

わるようになった。

　構成は、太鼓を叩く舞手と笛、ササラ擦り（鉦、ササ

ラ）。

【演目】
お降
さが

り、お登
のぼ

り、曲、宇平殿茂平殿平作殿、一
いっ

拍
ぴょう

子
し

、

【由来と芸能の特徴　構成】
　元文年間（1736～1741）に大原の芦屋敷久右エ門

が西国八十八か所をまわり、途中の駿河あたりで秋祭

りのために踊りを指南しているのに会い、それを習得

して土産として持ち帰り、普及させたといわれる。

　明治26年（1893）頃に茶名畑の金野丑蔵氏などが

大原内野の師匠を招いて修得したという。有志の青

年たちが踊っていたが、昭和30年（1955）頃からは女

性も加わり、保存会として活動。昭和40年頃から茶名

畑班の子供への指導が始まり、50年頃から花貫子供

会への指導に広がった。渋民小学校に教えていた時

期もある。

　構成は太鼓（舞手）と笛。「花バチ」は、和紙で作っ

ていたが、現在は耐久性のあるビニールで作ってい

る。衣装は黒紋付を「おはしょり」し、襷をかける。

【由来と芸能の特徴　構成】
　「昔の人は、伊勢参宮を一生に一度の念願としてき
たが、なかなか叶わず、参宮できない人達は伊勢の二
見ヶ浦から昇る朝日を太鼓に見立てアヤに祈りを込
めて、この地方より伊勢神宮を遥拝したと語り伝えら
れている。」という。
　明治始め頃から伝承されてきたというが、中断して
いた。昭和55年（1980）地域の青年たちが親睦のた
めに「渋民讃互会」を作り、菊池昭二氏の指導を受
けて伊勢神楽を受け継ぎ、平成13年（2001）に保存
会を結成した。平成24年（2012）までは渋民小学校
の運動会での発表に向けて児童を指導していた。
　笛に合わせて太鼓を綾で叩きながら、列になって
演技する。昔は道化（ササラすり）もいた。
【演目】
お上り、一拍子、廻り曲、でんでこでん、でんこでんこで

岡崎、矢車、お釈迦様、打ち止め

【上演】
猿沢神社奉納（10月）、猿沢地区芸能発表会（11

月）、大東町郷土芸能発表会（12月）

【保存会】
下猿沢地区全戸で結成。7人（囃子、世話役、指導

者）と小学生約10人が活動している。

【演目】
渡り、曲、釈迦踊り、三

さん

切
ぎ

り、打
ぶっ

切
き

り

※子供は渡りと曲のみ伝承。

【上演】
奥玉民芸大会（11月）

※昔は、地区内を練り歩き、神社に奉納していた。地

区内の祝いの席にも呼ばれた。平成15年（2003）には

伊勢神宮に奉納。

【保存会】
15人（40～70歳代）と地区の子供約10人。

ん、お下がり、ぶっきり、とーひーぶっきり
［伝承のみ］野 下々八事、松竹梅、渡り、打ち切り、矢
車、おしゃかさま
【上演】
渋民八幡神社の例大祭での奉納、地区巡行（9月）、
大東町郷土芸能発表会（12月）、年祝いなど。
【保存会】
渋民地区約200世帯が会員。舞手約20人、笛5人（子
供～大人）。

② 下猿澤伊勢神楽
下猿澤伊勢神楽保存会
大東町猿沢字岩婦

④ 花貫伊勢神楽
花貫伊勢神楽保存会
千厩町奥玉字茶名畑

③ 渋民伊勢神楽
渋民伊勢神楽保存会
大東町渋民字横張
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　気仙沼から伝わったといわれる。笛の囃子があ

り、締め太鼓を複数の奏者が揃って打ちならす。

5 ．打ちばやし ｜うちばやし｜

【由来と芸能の特徴　構成】
　昭和49年（1974）、小梨10区の青年たちが地域の

祝い事などを盛り上げるため、室根村（現室根町）矢

越の小松森雄氏から打ちばやしを習った。場所がな

かったので公葬地などで練習し、衣装は手作りしても

らい、山車を作って地域にお披露目した。

　地区の子供会に教え、平成初め頃からは小梨小学

校へ指導していたが平成30年（2018）に統合により

廃校。現在は小梨地区の子供に指導を続けている。

　掛け声をかけ、振りをつけながら、締め太鼓（大、

小）打つ。笛が演奏を主導する。

【演目】
［子供に指導］とおり、おいとこ、けんばやし、わたり

［保存会で伝承］糸矢車、しころ、りどうばやし、かっ

こう

【由来と芸能の特徴　構成】
　大正15年（1926）に八瀬（現気仙沼市早稲谷）の
橋の沢打ちばやしの対馬倉吉氏（太鼓）、小山福次
郎氏・武則氏・武男氏（笛）の指導を受けて青年有
志が会を結成。その後活動が途切れていたが、昭
和30年代後半、当時の会員を先生にして伝承を再
開した。
　昭和47年（1972）頃、千厩夏祭が始まり、その出演
のために大平子供会に教えるようになった。平成17年
（2005）に閉校するまでは旧奥玉小学校にも指導。
　締め太鼓（大）、締め太鼓（小）、笛で構成。
【演目】
通りばやし、渡りばやし、剣ばやし、おいとこ、笹ばや
し、江戸矢車

【由来と芸能の特徴　構成】
　明治頃、八瀬（現気仙沼市早稲谷）から教わったと

いうが不明。途絶えていたが昭和30年（1955）頃に

復活した。

　昭和52年（1977）にさくらまつりで発表するために

屋中の子供会に教えて「屋中子供うちばやし」も活動

していたが、平成21年（2009）の小学校統合を機に

廃止。

　台車に太鼓（小と大）を据えて、引っ張る。まわりに

手踊りもつく。笛が4人。着物を重ねて脱ぎ垂れにし

て着る。上山（わやま、地名）の「わ」が入ったまわし

をつける。

【演目】
わたりばやし、りどうばやし、けんばやし、おいとこ、と

【上演】
白幡神社大祭（4月、5年ごと）、小梨地区民祭（11

月）、慰問など

【保存会】
13人（大人）と小梨地区の小学生

小梨第3集会所、小梨市民センターで上演前に練習。

【上演】
飛ケ森キャンプ場開き（4月）、水車音楽祭（9月）、奥
玉地区民芸大会（11月）、八坂神社大祭（8月、3年ご
と）で神輿に供奉。
※奥玉のふるさと祭り（盆踊り）や、昭和末頃からは
室根神社祭の新宮の陸尺（神輿の担い手）の太鼓と
笛を保存会が担当。
【保存会】
大平地区の小学生（3～6年生）は全員参加する。

らまい、かっこばやし、ささばやし

※過去には16曲あった。

【上演】
室根山つつじまつり（5月）、気仙沼みなとまつり（8

月）室根町芸能祭（11月）ほか

【保存会】
屋中地区（勢返、若菜沢）の有志、約25人（50～70歳

代、女性が半数）。上演前に屋中地区会館で練習。

① 小梨打ちばやし
小梨芸能保存会
千厩町小梨字大目

② 根山打ちばやし
根山打ちばやし保存会
千厩町奥玉字払川

③ 屋中打ちばやし
屋中郷土芸能保存会
室根町折壁字勢返

⑤
④

③②

①

保存会提供

小梨自治振興協議会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　江戸時代に室根神社の祭典で打ち鳴らしたのが始

まりといわれ、古い歴史をもつという。

　気仙沼から指導を受けて、昭和57年（1982）に保

存会を作り、地区の子供に教えるようになった。

　浜横沢小学校（平成21年（2009）閉校）では4～6

年生に指導をしていた。

　大・小の太鼓と笛で構成。鉦が入った時もあった。

【演目】
通
とお

り、おいとこ、剣
けん

囃
ばや

し、四候桜、獅矢車囃し、虎
とら

舞
まい

【上演】
室根芸能発表会（11月）、東磐井地区芸能発表会（3

【由来と芸能の特徴　構成】
　昭和53年（1978）活動が継続できなくなった砂子

田神楽の藤沢31区の神楽衆が地区に相談したとこ

ろ、別の芸能で地域を盛り上げようと提案され、20～

50歳代の青年たち20余人が室根村（現室根町）津谷

川の畠山幸紀氏から打ちばやしを習い、藤沢ばやし

愛好会として活動を始めた。

　昭和58年（1983）に始まった「藤沢町子ども郷土芸

能発表会」出場のために31区の子供会が室根村（現

室根町）矢越の小松森夫氏から指導を受けて出演し

た。この活動を31区自治会青年部が保存会として支

えている。

　平成15年（2003）からは30区の子供会を加え、平

成26年から34、35区も加わり、新沼小学校区域の子

供会行事として継続している。

月）、室根大祭太鼓フェスティバル（10月）

※昔は屋台を組んで町内を回っていた。

【保存会】
浜横沢地区の子供有志（3歳～高校生7人）と大人2

人。

【演目】
道中ばやし、おいとこばやし、剣ばやし、虎舞ばやし、

運連舞、獅子矢車、二度囃子

※虎舞ばやしで虎が舞う。虎には大人が入る。

【上演】
藤沢町子ども郷土芸能発表会（1月）

【保存会】
30～35区の園児、小学生20人ほど。指導者と虎役の

自治会青年部員、世話役などは31区が中心。

④ 浜横沢うちばやし
浜横沢うち囃し保存会
室根町折壁字中里

⑤ 藤沢ばやし
藤沢ばやし保存会
藤沢町砂子田字上山

【由来と芸能の特徴　構成】
　戦前は9月15日に陸塩神社（室根町津谷川）のお祭

りがあり、手踊りと太鼓の打ちばやしを出していた。

平成頃までは2月の防火祭（1、5日のまちの日（津谷

川での市の日）の初午の日）に出ていた。青年団の男

女（40歳代前後）が主となり活動したが、昭和40年

（1965）頃には子供も参加していた。太鼓は折壁の

寺や神社から借りてきて使った。

【演目】
わたり、軒ばやし、おいとこ、虎舞、かっこー

［踊り］がんにん、からかさがんにん、びっきはてんぶ

り

★ 本
も と

宿
しゅく

ばやし
本宿ばやし
室根町津谷川
★現在は休止中

保存会提供
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6 ．さまざまな民俗芸能・行事

【由来と芸能の特徴　構成】
　天保6年（1835）の飢饉で大償神楽組が道具一切

を持って和賀郡東和町東晴山（現花巻市東和町）に

移り住み、天保9年頃まで留まって伝えたのが晴山神

楽といわれ、これが鴨沢（現奥州市江刺広瀬）と猿沢

の峠に伝わっている。早池峰系山伏神楽の南限にな

る。

　古老の伝えるところでは当時金山の興隆にともな

い、他地方から人夫が集まり、賭博がはやるなど風紀

が乱れていた。それを憂い、健全な娯楽として晴山

の神楽師匠横川瀬平氏のもとに通い、習得して青年

たちに伝えたという。文久4年（1864）の神楽本が伝

わっている。

　胴取り（太鼓）、鉦、笛、舞手、言い立て、で構成。

【演目】
鶏舞、三番叟、翁、四弓、しめ切り、勢

せ

剣
つるぎ

、笹分け、天

女、機織、鐘巻、天王、権現舞

【上演】
峠自治会運動会御祈祷（6月）、猿沢神社例祭（10

月）、年祝い・自治会新年会・どんと祭（1月）、いわい

地方民俗芸能祭（3月）、大東町民俗芸能発表会（12

月）

【保存会】
30人（子供、女性を含む）

山伏神楽
① 峠山伏神楽
　 （大償野口斎部流） 
猿沢峠山伏神楽
大東町猿沢字大町裏
市指定無形民俗文化財

【由来と芸能の特徴　構成】
　大正生まれの人たちが昭和期に丑石の伊東さかり

氏に権現舞を習って始め、正月に前畑地区内を回っ

ていた。その人たちに昭和中頃に2代目が習い、現在

は3代目になっている。

　途中で下舞は省いていたが、地元の民俗芸能研究

者、村上護朗氏に指導されて丑石から習い直して復活

させた。

　構成は、笛と太鼓、擦り鉦、舞手。権現様の頭につ

ける紙垂は毎回作る。

【演目】
下舞、南部大権現（権現舞）

【由来と芸能の特徴　構成】
　摺沢八幡神社の秋祭りに参加するため、昭和8年

（1933）石鳥谷から師匠を招いて伝承した。摺沢出

身で当時石鳥谷に赴任していた警察官の高橋氏が紹

介した。現在の菊池巌氏宅を宿にし、有志の男性を

中心に女性も加わり、連日練習した。

　何度かの中断後、昭和46年（1971）「長者さんさ踊

り保存会」が結成され、その後、長者自治会に引き継

がれた。昔は祭の日に町中を歩き、庭を借りて披露し

ていた。

　県内最南で伝承されている伝統さんさ踊り。

　太鼓と笛、踊り手で構成。

【上演】
地区の新年懇話会（1月）

【保存会】
9人（30～70歳代の男性）

※以前は別当家（伊東家）の庭、現在は前畑コミュニ

ティーセンターで練習する。

【演目】
［伝統さんさ］第一踊り～第五踊り、合踊り、礼踊り

（入退場の行進）盛岡さんさ

【上演】
摺沢秋祭り（9月）、大東町郷土芸能発表会（12月）、

イベントなど

【保存会】
25戸（自治会全戸、小学生～高校生男女約10人を含

む、30～60歳代男女）

※昔は、男性も踊っていたが、現在は女性が中心。

山伏神楽権現舞
② 前畑権現舞
　 ［別称：権現様、まいおどり］ 
前畑神友会
大東町鳥海字向前畑

さんさ踊り
③ 長者さんさ踊り
長者自治会
大東町摺沢字北長者

⑩
⑨⑧
⑦

⑥

⑤

④

③

②
①
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【由来と芸能の特徴　構成】
　千厩町では大正時代から女性たちが相撲の横綱

土俵入りや幕内力士の相撲甚句などを披露する女

相撲が行われていた。戦後に復活させ、継承してい

る。

　平成15年（2003）からは「みちのく千厩赤ちゃん相

撲大会」を開催し、披露の場としている。

【演目】
幕内力士土俵入り、三役力士土俵入り、横綱愛宕山

土俵入り、相撲甚句、弓取り

【由来と芸能の特徴　構成】
　4年ごとの大原八幡神社例祭の神輿渡御の先陣行

列に加わる。

　4つの「祭り区」が馬子節、伊勢神楽、大名行列な

どを持ちまわっていたが、祭りの中断後、平成20年

（2009）に復活したときに新山地区が永続的に馬子

節を担当することになった。

　馬を飾り、馬方6人が浴衣に手ぬぐいのほうかむり

で馬の手綱を左右に取り、馬子歌を唄う。左前の人が

歌い出し。

【演目】
唄1～12番

【由来と芸能の特徴　構成】
　「奥州合戦で死者は北上川に投げられ、舞草の
地には屍が重なり、首川原ができていた。日夜、亡霊
がさまよい旅人は恐れて通れなかったが、たまたま通
りかかった畠山重忠が、守護神である薬師如来を祀
り、南無阿弥陀仏と唱えたところ次第に亡霊が成仏
した。これがその念仏の始まり。」と伝え、また日向屋
敷の惣太郎が鉦、笛、太鼓、舞踊を振付け、「惣太念
仏」といわれ舞草地区に広がり、供養の行事としてき
たという。文久3年（1863）から称

しょう

名
みょう

師
し

を引き継ぐ文
書があり、現在は9代目。
　舞草の舞川1区が伝承しているが、平成中頃から2
区からも参加している。
　称名と笛、側

がわ

（鉦とささら）は、大人の男性。女児
が浴衣に花笠をかぶり、打敷で顔を隠して太鼓を打
ちながら踊る。墓では花笠はかぶらない。

【由来と芸能の特徴　構成】
　大正末生まれの佐野原の小野寺弘氏が山形から

来た竃屋から習って踊っていた。平成14年（2002）に

佐野原自治会で婦人部に指導され、「おらほの伝承

芸能事業」として老松地区の市民センターでの活動に

なった。

　昭和62年（1987）から小野寺氏らが老松小学校に

指導していたのを保存会が引き継いでいる。

【演目】
市販の「山形大黒舞」のテープの歌に合わせて踊る。

1番、2番、間奏のそれぞれに踊りがある。

【上演】
みちのく千厩赤ちゃん相撲大会（10月）、イベントなど

【保存会】
70人（千厩1-1区、1-2区自治会女性）

※昔は宿から歌い始めていたが、現在は自治会館か

ら歌う。役場の前では役場の歌を歌い、所望と旦那

様はご祝儀をもらう家などで歌う。

【上演】
大原八幡神社例祭（9月、4年ごと）

【保存会】
16人（新山地区の男性）

【演目】
墓念仏、門褒め念仏、礼念仏、寺褒め念仏、河灯籠
念仏（川での死者用）、舟場念仏、施餓鬼念仏、散念
仏、七つ子散（盆供養では、墓念仏と門褒め念仏）
【上演】
毎年8月15日
※舞川1区から9区までの初盆の家から依頼を受け
る。午前中は各家を回り、午後に墓地に行く。
【保存会】
約10人（30～70歳代男性と小・中学生の女子）
※昔は太鼓は小学生女児だった。

【上演】
老松小学校運動会（5月）、御嶽山神社例祭（10月）

【保存会】
16人（60～80歳代、女性が主）

花相撲
④ 千厩町愛宕花相撲
千厩町愛宕花相撲保存会
千厩町千厩字神ノ田

馬子唄
⑥ 大原馬子節
大原馬子節保存会
大東町大原字和野

鉦太鼓念仏
⑦ 舞草鉦太鼓念仏
舞草鉦太鼓念仏保存会
舞川字梅木

大黒舞
⑤ 老松大黒舞
老松大黒舞保存会
花泉町老松字藤田

保存会提供 保存会提供
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【由来と芸能の特徴　構成】
　舞川河岸の熊谷たけこ氏（昭和初め頃生まれ）が
昭和30年（1955）頃に12区に嫁ぎ、近所の仲のよい
女性を誘って始めた。
　河岸では、かねっこ念仏といい年配の女性たちが
盆に観福寺や山根の墓地、家などを回っていたとい
うが、昭和50年代以降は途絶えている。
　浴衣を着て笠を被り、鉦を持つ。持ち物はそれぞれ
自分で用意し、保管している。
【演目】
墓念仏①道志ばの、②いにしえの、③ぬるるとも、④
枯がらしの、⑤こぞたてし、⑥七月の、⑦七七の、⑧
七月は、⑨からかさの
回向、いはええこ（家の仏壇で）、いはえ念仏（①泣人
の、②ぬるるとも、③人たびは）

【由来と芸能の特徴　構成】
　昔から地区の女性で伝承してきた。「南無阿弥陀

仏」と書かれた旗を持つ。

　浴衣は各自のものを着用し、笠や鉦は前の人から

譲られたものを各自持つ。

【演目】
お念仏①みずしばの、②こそまでは、③からくさの、

④えにしの、⑤十七を、⑥こそだてし、⑦香のけむ

り、⑧七月は、⑨しつしつは、⑩こよしさに、⑪月なみ

の、⑫なむになむあみ、⑬荒き風にも

※通常は①～④と回向。途中で焼香する。

【由来と芸能の特徴　構成】
　天保13年（1842）からという。
　現在の代表の実家が「宿」であった。脚絆や笠な
どを置いてあり、7

なのかび

日から夜に練習を始めていた。祖
母が嫁である母に教え、母から伝えられた。昭和40年
（1965）頃は、主に17区の30代の女性10人くらいが参
加していた。
　女性の講だが、念仏が好きな男性が一緒について
回ったりお世話役をしたりすることもある。
　浴衣（各自のもの）、白足袋、わらじ、こて（手甲）
をつけ、すげ笠、扇、鉦を持つ。
【演目】
黒門、六地蔵、十主堂、大門、前庭、墓念仏など13種

ほかに川念仏（水難や水の事故で亡くなった人へ）、
庭褒めなどがある。
※通常は墓念仏の①～③と回向
【上演】
8月15日
※下相川（12、13、15区付近）などの初盆に呼ばれて
常川寺の墓や旧墓などで念仏を唱える。昔は夕方か
らだったが、現在は午後早くから始めている。
【保存会】
3人（12区の60～80歳代女性）

※⑦⑫⑬はうたいあげ（歌い出し）をせずに念仏。子

供の場合は⑫、幼い子供は⑬、若い人は⑤などそれ

ぞれの歌がある。

【上演】
8月15日午後

【保存会】
4人（地区の有志の女性60～70歳代）

類があったが、現在は一部のみ伝承。また門口褒め、
玄関褒め、ご馳走の礼、酒の礼などもあったが、伝承
されていない。
【上演】
　8月15日に舞川16区～18区の新盆の家などの墓を例
年12、3軒を回る。
　昔は暗くなってから回っていたが現在は午後早くか
ら回る。また昔は家にも上がっていた。
【保存会】
3人（50～70歳代女性）

念仏
⑧ 鉦念仏（舞川12区）
　 ［別称：かねっこ念仏］ 
鉦念仏保存会（舞川12区）
舞川字番台

念仏
⑨ 鉦念仏（舞川14区）
　 ［別称：わさん念仏］ 
鉦念仏保存会（舞川14区）
舞川字外大久保

念仏
⑩ 鉦念仏（舞川17区）
　 ［別称：かねっこ念仏］ 
鉦念仏保存会（舞川17区）
舞川字中島

佐藤一伯氏提供

佐藤一伯氏提供

佐藤一伯氏提供
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地域 芸能の名称 保持団体名称 
（保存会結成○） 代表者住所 芸能の伝承

の時期 由来、創始、経緯 上演可能演目 地域との関わり
・学校への指導（統合前校を含む） 
・地域の子供指導 

［　　　］：過去の実績

神社奉納など
 ［　　　］：過去の奉納 主な例年の出場大会等 文化財指定

① 一関 沢田神楽 中里鶏舞踊り隊 山目町 平成 26 年
(2014)

沢田神楽から指導を受けた中里中学校
の鶏舞を閉校を機に継承。定期的に中
里市民センターで練習を重ねている。

鶏舞

中 里 夏まつり（8 月）、
中里地区敬老会（9 月）、
中里地区民文化祭（11
月）に出演

・�中里小学校へ指導（平成 26 年
～） 

・地域の子供へ指導

稲荷神社恵美須講秋祭り（10
月） ［愛宕神社奉納（平成 26
年）］

② 一関 牧澤神楽 牧澤神楽○ 真柴字
鴻ノ巣

明治 42 年
(1909)

八幡神社へ奉納のために板倉神楽の菅
原貞四郎氏、菅原惺氏、高橋衛氏から
伝授。昭和 60 年頃途絶え、平成 14 年
庭元の家族と友人で再興。

三番叟、神分かれ、岩戸入、岩戸開、御室焼き、
彦炎出見命、宝剣納め、羽衣、石童丸、敦盛
妻別れ、法童丸親子名乗、葛葉物語、葛ノ葉
子別、東下り、法掛け、五條ノ橋千人切

施設慰問（9 月・11 月）
など

・�滝沢小学校（平成 14 年～）、
一関東中学校（昭和 38 年～）

・真滝 12 区の子供に指導

八幡神社例祭（9 月）、配志和
神社例祭（11 月）

一関民俗芸能祭（3 月）、岩手県南宮城県北
神楽大会（5 月）、東北神楽大会（9 月）、宮
城岩手選抜神楽大会（9 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年）
 阿部繁雄氏、市無形民俗
文化財芸能保持者

（昭和 51 年、56 年解除）

③ 一関 一関夫婦神楽 一関夫婦神楽 厳美町字
沖野々

昭和 50 年
(1975)

近所の夫婦で仲間同士の楽しみのため
に、瑞山国首神楽の小岩孝太郎氏から
指導を受け始めた。

東下り、五條の橋、二度対面、宝剣納め、羽衣、
屋島合戦、彦火火出見尊

厳 美 地 区 文 化 祭（11
月）、厳美道の駅イベント

（6 月）、施設訪問（10
月）、喜寿祝い、結婚
式余興などで上演

温泉神社例祭（5 月）、中里照
井神社例祭（9 月）、温泉神社
例祭（10 月）

一関市民俗芸能祭（3 月）、岩手県南宮城県
北神楽大会（5 月）、東北神楽大会（9 月）、
農業祭（10 月）

④ 一関 本寺地区神楽 本寺地区神楽 銅谷町 平成 30 年
(2018)

本寺神楽、瑞山国首神楽、小猪岡神楽
を合わせて創作した本寺中学校神楽を、
閉校を機に卒業生らが継承。

鶏舞 本寺地区などのイベント
に多数出演

⑤ 一関 達古袋神楽 達古袋神楽○ 萩荘字
上要害 江戸末期

弘化年間頃、八幡山常学院の修験の法
印神楽を伝承したという。明治 5 年から
の名簿を保有。

鶏舞、三番叟、岩戸入、岩戸開、瓊瓊杵尊、
彦炎出見尊、、羽衣、田村二代、安部保名、
屋島合戦、一の谷、五條の橋、弁慶安宅関、
牛若丸・秀衡公二度対面の場、宝剣納め

達古袋地区合同運動会
(5 月）、達古袋盆踊り（8
月）などで上演

・�厳美中学校（平成 15 年～）［達
古袋小学校（～平成 20 年）］

・［達古袋子ども鶏舞保存会を
　指導］

知勝院（2 月）、八幡神社例祭
巡行に供奉（5 月）、平泉熊野
神社例祭（9 月）、三関神社祭
り（9 月）、鶯沢八幡秋祭り（9
月）

南部神楽伝承推進連絡協議会延年閣公演（1
～ 12 月）、石越神楽大会（2 月）、一関民俗
芸能祭（3 月）、岩手県南宮城県北神楽大会（5
月）、石越神楽大会（6 月）、東北神楽大会（9
月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年） 
阿部長治氏、市無形民俗文
化財芸能保持者指定

（昭和 51 年、56 年解除） 

⑥ 一関 古内神楽 古内神楽保存会 萩荘字
野手倍 江戸末期

弘化年間には下黒沢神楽から南部神楽
を伝授。現在、若い世代が加わり、継
承を図っている。

鶏舞、三番叟、岩戸入、神別れ田村二代、五
條の橋、屋島合戦、宝剣納め、秀衡対面

地区公民館上演会を開
催、萩荘祭（11 月）に
出演

・会員の子供が参加 ［春日神社奉納（昭和 50 年
頃迄）］ 一関民俗芸能祭（3 月） 「蛇面」市指定有形民俗文

化財（昭和 48 年）所蔵

⑦ 一関 南沢神楽 南沢神楽保存会
○

萩荘字
南沢

昭和 15 年
(1940)

萩荘市野々本郷神楽千葉秀雄氏から伝
承。平成元年から休止するが、11 年に
地区青年団「南星会」が継承し、そこ
に女性が加わり、活発な活動になった。

鶏舞、三番叟、岩戸入神談、岩戸開祝詞、魔
王退治、五大領、宝剣納め・盗み取り・奪い返し、
信田ヶ森、屋島合戦、安宅の関

萩荘地区いきいき交流
フェスティバル（3 月）、
南 沢 交 流 ツ ア ー（11
月）、萩荘祭（11 月）、
里芋オーナー祭（11 月）
で上演

田村神社例祭（4 月）、山神社
例祭（9 月）、平泉熊野神三社
例祭（9 月）、稲荷神社例祭（9
月）、吾勝神社奉納（不定期）

一関民俗芸能祭（3 月）、岩手県南宮城県北
神楽大会（5 月）、東北神楽大会（9 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年） 

⑧ 一関 市野々神楽 市野々神楽
同好会

萩荘字
芦ノ口

昭和 51 年
(1976)

イベント出演のために「読書会」メンバー
に南沢神楽保存会員が指導して始まっ
た。現在は子供への指導を行っている。

鶏舞 敬老会（9 月）で上演
・�萩荘小学校（昭和 45 年～）、

萩荘中学校（昭和 44 年～）
・「自鏡っこクラブ」指導

［吾勝神社（昭和 50 年代）］ 一関夏まつり（8 月）、藤原まつり（5，11 月）

⑨ 一関 蓬田神楽 蓬田神楽保存会
○

舞川字
竜ケ沢

明治 25 年
(1892) 頃

法印神楽を伝授した初代が、隣接する
赤伏神楽を取り入れ、創設。昭和 50
年代の廃絶の危機に地区の青年団が加
わり、継承を支えた。

三番叟、天の岩戸入り、岩戸開き、瓊瓊杵尊、
地神四代の帝彦火炎手見之尊、豊玉姫之尊の
産小屋、龍宮出現、三熊大神退治、五大龍、
羽衣、叢雲、宝剣納め、一ノ谷、黒塚、八俣
の大蛇退治、田村将軍利春、二代田村中将利
通、三代田村将軍純友、橋弁慶

施設慰問（11 月） ・舞草小（昭和 60 年～）

舞草神社例祭（4 月）、配志和
神社例祭（5 月）、大威徳天満
宮例祭（9 月）、笹谷稲荷神社
例祭（9 月）、萩荘駒形根神社
例祭（10 月）

一関民俗芸能祭（3 月）、宮城岩手選抜神楽
大会（9 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年） 
蓬田稔氏、市無形民俗文化
財保存技術保持者指定（平
成 11 年） 

⑩ 一関 富沢神楽
富沢神楽保存会

○
（地区全戸参加）

弥栄字
運南田 明治中期

飯倉神楽小野寺忠七氏から伝授。大正
初期に途絶え、昭和 3 年再興するが再
度途切れ、昭和 50 年に地区の協力を
得て再興。

鶏舞、三番叟、岩戸入、岩戸開、おろち退治、
国授、宝剣納め、義経物語、信田ヶ森、扇の
的

弥栄地区いやさか祭り
（10 月）出演、施設慰
問（8・11・2 月）

・�弥栄小学校（昭和 60 年～）、
一関東中学校（昭和 50 年代～）

・地区の子供を指導

田村神社例祭（4 月）、 八幡神
社例祭（9 月）、橿原神社例祭

（10 月）、月館神社例祭（10
月）、蚕養神社例祭（11 月）

南部神楽伝承推進連絡協議会 延年閣公演（1
～ 12 月）、一関民俗芸能祭（3 月）、岩手県
南宮城県北神楽大会（5 月）、石越神楽大会（6
月）、みちのく神楽大会（7 月）、東北神楽大
会（9 月）、宮城岩手選抜神楽大会（9 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年）

⑪ 花泉 永井神楽 永井地区郷土
芸能伝承保存会 

花泉町永井
字新田

昭和 42 年
（1967）

永井白崖の千葉勇氏の指導を受けて設
立した永井神楽が小学校へ指導してい
た鶏舞を継承。地区住民の支援を得な
がら鶏舞教室を市民センターで開催して
いる。

鶏舞 ・永井小学校（昭和 60 年～）

⑫ 花泉 白浜神楽 白浜神楽会 花泉町涌津
字台

昭和 45 年
(1970)

栗原神楽佐藤佐吉氏に指導を受けて創
設、昭和 50 年代には大門神楽から伝授。
地区を越えて花泉町内の他神楽経験者
たちが参加している。

鳥舞、翁舞、三番叟、岩戸開、岩戸入、彦火
火出見尊、手玉織、宝剣納め、大蛇退治、神
分舞、高間登り、三熊大人、羽衣、作耕舞、
天孫天下り、三熊神語、一ノ谷、義経一代記、
葛葉物語、曽我物語、楠木一代記、田村三代記、
小敦盛記、道化（棒しばり、いな切り、神楽見
物、関所破り）

施設慰問（9・12 月） ・涌津小学校（昭和 50 年頃～）

御嶽神明社例祭（4 月）、日枝
神社（9 月）、八雲神社（9 月）、
涌津八幡神社（9 月）、日吉神
社（10 月）、平野神社（10 月）、
古峰神社（10 月）、高倉神社（11
月）

岩手県南宮城県北神楽大会（5 月）、一迫あ
やめ祭り（7 月）、宮城岩手選抜神楽大会（9
月）、JA まつり（11 月）

⑬ 花泉 奈良坂神楽
鶏舞 

奈良坂神楽鶏舞
クラブ 

花泉町花泉
字坂下前

昭和 20 年代
後半

武鎗神楽（現宮城県栗原市）を継承し
た奈良坂神楽が花泉小学校へ鶏舞を指
導。それを引き継いで指導を継承してい
る。

鶏舞 ・花泉小学校（昭和 46 年～）

7．南 部 神 楽 ｜なんぶかぐら｜
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地域 芸能の名称 保持団体名称 
（保存会結成○） 代表者住所 芸能の伝承

の時期 由来、創始、経緯 上演可能演目 地域との関わり
・学校への指導（統合前校を含む） 
・地域の子供指導 

［　　　］：過去の実績

神社奉納など 
［　　　］：過去の奉納 主な例年の出場大会等 文化財指定

⑭ 大東 天狗田代々
神楽

天狗田代々神楽
保存会○

大東町沖田
字大平 大正期

田河津高金神楽の佐藤金治郎氏などか
ら伝授。戦後中断し、昭和 59 年復興、
その後も中断、復興する中で神社奉納
は継続している。

羽衣、三番叟、天の岩戸開き 地区公民館での収穫祭
（11 月）での上演

・�天狗田小学校への指導（～平
成 18 年） 

・地域の子供に指導

天狗田神社例祭 (4 月 ) 
［神楽殿での上演］

⑮ 大東 瀬台野流
市之通神楽

瀬台野流市之通
神楽保存会○

大東町鳥海
字市之通

大正 6 年
(1917)

田原村（現奥州市江刺）の川内神楽を
伝授。神社奉納などを続けてきた。

御神楽舞、山ノ神舞、三葉舞、八幡舞、道引舞、
岩戸開舞（くずし舞付）、日光権現、一ノ谷嫩
軍記 

地区行事で上演 ［平成 10 年頃小中学生に指導］ 興田神社例祭（10 月）

⑯ 大東 京津畑神楽
京津畑神楽
保存会○

（地区全戸参加）

大東町中川
根岸

明治 35 年
(1902) 頃

田河津高金神楽の佐藤金治郎氏が２年
間滞在して教授。昭和 30 年頃からは活
発な活動ができずにいたが、平成元年
に地区が支援して復興。地域づくりの中
に神楽を位置づけている。

鶏舞、岩戸開き、羽衣、牛若丸（橋弁慶）

興田市民センターチャリ
ティ、京津畑祭り（11月）、

「山がっこ」イベントな
ど

・�［ 京 津 畑 小 学 校（～ 平 成 18
年）］

・国學院大学との交流事業
・�会員の子供が参加している

荒川神社例祭（4 月）、日月神
社例祭（7 月）、旭岡神社例祭

（10 月）
大東町芸術祭郷土芸能発表会（12 月）

⑰ 千厩 愛宕神楽 愛宕神楽保存会
○（後援会あり）

千厩町千厩
字町浦

昭和 48 年
(1973)

愛宕神社奉納のため、地区の有志が増
沢神楽 ( 藤沢町）、熊田倉神楽（千厩町）
の指導を受けて始める。

白露、祝詞、鳥舞、三熊退治、蘇民将来、大蛇斬、
日本武之命、高山掃部長者物語、信田ケ森、
天ノ岩戸開、西ノ宮大神、魔民退治、三番叟、
五大領四節分、日光権現、女舞

平成 10 年まで 20 回に
わたり「東磐井郡下神
楽大会」を開催していた。

― 秋葉神社例祭（8 月）、愛宕神
社例祭に神楽殿で上演（8 月）

⑱ 千厩 奥玉神楽 奥玉神楽
同好会

千厩町奥玉
字入山沢

明治 14 年
（1881）

瑞山より神楽を伝授し、祭りで披露して
きた。昭和 48 年に同好会を結成して地
区での奉納や発表を続けている。

鶏舞、信田森、大蛇退治、天の岩戸開 奥玉民芸大会（11 月） ― 八坂神社例祭（7 月）

⑲ 千厩 濁沼神楽鶏舞  新浪鶏舞
保存会 

千厩町磐清
水字古舘

平成 7 年
（1995）

明治 5 年頃に赤荻の高橋氏を招いて濁
沼神楽が創設される。新浪神社の巫女
舞を舞っていた女性たちが濁沼神楽か
ら鶏舞を伝承し、小学生とともに新浪神
社例祭で奉納を続ける。

鶏舞 ・�［磐清水小学校（～平成 30 年）］ 新浪神社例祭（11 月）

⑳ 東山 夏山神楽 夏山神楽保存会
○

東山町田河
津字夏山

大正 10 年
（1921）

東山町の竹沢神楽千葉勇之進氏の弟
子、高橋寅之助氏が夏山・横沢の若者
に伝授。しばらく休止していたが、令和
元年、地区の奉納演芸会出演を機に地
区の女性の参加を得て活動を再開。定
期的に夏山集会所で練習。 　

御神楽（鶏舞）、岩戸開き、一の谷、弁慶、安
宅の関、広胤、葛の葉 ※現在は御神楽のみ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

過去には新築や厄年の
祝いにも呼ばれていた。

・�［田河津小学校へ指導（～平成
26 年）］

・田河津山神社例祭（10 月） 
［羽黒大権現例祭］ 東山町文化祭（11 月）

㉑ 東山 南部神楽
東山鶏舞

南部神楽東山
保存会○ 東山町長坂 平成 29 年

(2017)

佐藤金治郎氏に指導を受けた大木青年
倶楽部会が大正2年に大木神楽を開始。
近年、活動を休止していたが、平成 29
年から子供などへ鶏舞を指導し継承を
図っている。

鷄舞 唐梅館絵巻（9 月）ほ
か地域イベントへ出演 子ども文化祭（1 月）、東山町文化祭（11 月）

㉒ 川崎 布佐神楽
布佐神楽保存会

○
（地区全戸参加）

川崎町門崎
字布佐

文久 3 年
（1863）

相川村（現舞川）の法印神楽を伝授し、
また明治期には松川の法印神楽を習得
するなどした。地元神社奉納と地域で
の発表会を続けている。

三番叟、御神楽、岩戸開、三宝荒神、所望分
神語、水神明神、魔王神語、御室焼、五矢神語、
黒塚、羽衣、叢雲神語、屋嶋の合戦、小袖曽我、
一ノ谷の合戦、玉織姫子捨ての場、法童丸母
との対面、法童丸父との対面、楠公、げんべ
はり

布佐神楽発表会 (4 月 )、
川崎町文化祭（11 月）

・�川崎小学校（昭和 50 年頃～）
・�地域の子供へ指導（昭和 47 年

～）

伊吹神社 (4・9 月 )、熊野神
社例祭 (4・10 月 ) いわい地方民俗芸能祭（11 月） 岩手県指定無形民俗文化財

（平成 25 年）

㉓ 藤沢 黄海神楽 黄海神楽保存会
○

藤沢町黄海
字天提 戦前

現花泉町金沢の飯倉神楽を伝授した千
葉猛氏が始めた。幾度かの中断を経た
が、地域の女性の参加を得て平成 22
年から活動を再開。現在、白浜神楽の
指導を受けるなどしている。

鶏舞 黄海公民館芸能発表会
(11 月） ［黄海小学校（～平成 18 年）］

㉔ 藤沢 本郷神楽 本郷神楽保存会
○

藤沢町藤沢
字八沢 明治中期か

瑞山神楽を伝授した保呂羽神楽の佐藤
留五郎氏が設立。葉山神社に奉納する
神楽として伝えてきた。定期的な練習を
重ね、式舞などの演目の伝承を図って
いる。

翁舞、参番叟、御神楽、西雲、八幡舞、山之神舞、
明神舞、勇伝之部、天下里之部、参宝荒神、
水神明神、天之叢雲宝剣由来記、日本武之尊
草薙之宝剣奉納、玉取り姫、岩戸開、信田森、
高山掃部長者、羽衣

地区敬老会（10 月） ・地域の子供を指導
藤勢寺例祭（4 月）、葉山神社
例祭に神楽殿で上演（9 月）、
保呂羽神社例祭（10 月）

藤沢町子ども郷土芸能発表会（1 月）、JA 農
業祭（11 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年）

㉕ 藤沢 増沢神楽 増沢神楽保存会
○

藤沢町増沢
字畑沢

明治 42 年
(1909)

千厩町清田熊田倉の千葉義美氏と矢越
村深持の岩淵重次郎氏から指導を受け
て立石神社の奉納神楽として始まる。地
区の世帯が協力して保存会を作り、自
治会館で練習を重ねている。

鶏舞、三番叟、岩戸開、四節分、信田森、高
山掃部長者、竜神舞、日光権現、天之雲神話、
蘇民将来、羽衣

施設慰問など ・�新沼小学校（昭和 50 年頃～） 
・地域の子供を指導

吉祥寺観音講（4 月） 
［立石神社（～平成元年）］ 

藤沢町子ども郷土芸能発表会（1 月）、JA 農
業祭（11 月）

市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年） 

㉖ 藤沢 下大籠南部
神楽

下大籠南部神楽
保存会○

藤沢町大籠
字奈良原

昭和 8 年
(1933)

栗原郡金成から来た佐藤清人氏から神
明社に奉納する神楽を習得。神社奉納
とその後の自治会館での上演会を続け
てきている。

のりと、白露、神楽由来、三番叟、岩戸開、
蛭児の尊、牛若丸、一東の宝剣、屋嶋合戦、
宝剣たばかり、三熊退治、水神舞、天孫降臨、
大蛇退治、宝剣納め、羽衣、日光権現、田村
三代記、竹生島、楠公父子の別れ、信田森

千 松 自 治 会 館 上 演 会
（10 月）

・�［大籠小学校（～平成 21 年）］ 
・�地域の子供へ指導※平成 31 年

から休止中
神明社例祭 (10 月 ) 藤沢町子ども郷土芸能発表会 (1 月 ) ※平成

31 年から休止中
市指定無形民俗文化財
( 平成 28 年）
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Ⅲ  民俗芸能の環境



祭礼における民俗芸能の奉納 市内で行われる民俗芸能発表会
神社名 地区 住　所 例祭等 奉納 神賑行事 神輿に芸能供奉、門付け 備考

橿 原 神 社 一関 赤荻字清水 例祭（10月） 南部神楽

駒形根神社 一関 萩荘箱清水 例祭（10月） 南部神楽
（２演目程度）

温 泉 神 社 一関 厳美町五串
字滝の上 例祭（５月） 鶏舞

過去には神楽 殿で神楽大
会。岩手県南宮城県北神楽
大会へと発展。

吾 勝 神 社 一関 萩荘字芦の口 例祭（４月） 南部神楽を招くことも

八 幡 神 社 一関 釣山 例祭（９月） 鶏舞、ハモニカ演奏

天 満 社 花泉 花泉字東鹿野 例祭（10月） ３行政区持ち回りで演
芸会

八 幡 神 社 花泉 金沢大柳 例祭（９月） 大名行列、宵宮に南部
神楽

御 嶽 山
御嶽神明社 花泉 老松字水沢

屋敷
例祭（旧３月）、（旧
９月）大護摩祈祷火
渡祭

朝日舞 春：南部神楽（神前舞台）
秋：大黒舞

八 幡 神 社 花泉 涌津字舘 例祭（９月） 鶏舞 参集殿で南部神楽 ※令和元年から中止

日 吉 神 社 花泉 涌津二ツ壇 例祭（10月） 南部神楽

白山姫神社 花泉 油島字鴻ノ巣 例祭（10月） 神輿渡御に獅子頭供奉

髙 倉 神 社 花泉 永井字粒乱田 例祭（11月） 南部神楽

興 田 神 社 大東 鳥海字小山 例祭（９月） 鶏舞 神輿渡御に南部神楽、権現
舞が供奉

熊 野 神 社 大東 曽慶西之沢 例祭（９月） 神楽殿で各自治会が舞
踊や民謡

戦前は山車が巡行。昭和期
は神楽殿で神楽奉納、境内
地で子供の鶏舞奉納など。

八 幡 神 社 大東 摺沢字八幡前 例祭（９月） 鹿踊り、さんさ踊り、打
ちばやし、大黒舞など

八 幡 神 社 大東 大原字八幡舘 例大祭（９月、４年
ごと） 伊勢神楽 神輿渡御に先陣行列、伊勢

神楽が供奉
過去には伊勢神楽を各地区
が持ち回り。

八 幡 神 社 大東 大原字八幡舘 大原水かけまつり
（２月） 打ちばやし、鹿踊り 田植踊り、手踊りなど門付け

猿 沢 神 社 大東 猿沢字上ノ洞 例祭（10月） 山伏神楽、伊勢神楽 山伏神楽、伊勢神楽、手踊り 全地区が芸能を出す

白 幡 神 社 千厩 小梨字小山 例大祭（４月、４年
ごと） 打ちばやし

松 澤 神 社 千厩 千厩字前田 例大祭（11月、３年
ごと）

先陣行列、稚 児行列が 供
奉、町場で花相撲、おいら
ん道中、夫婦太鼓、ラップ
deおいとこ

八 坂 神 社 千厩 奥玉梨木洞前 例祭（７月） 鶏舞 打ちばやし、宵祭りに南
部神楽、踊りなど

過去には打ちばやしの奉
納、伊勢神楽の神輿への供
奉もあった。

新 山 神 社 千厩 磐清水字新山 例祭（11月） 子供鶏舞

新 浪 神 社 千厩 磐清水字古舘 例祭（11月） 鶏舞 神楽

熊 野 神 社 東山 長坂町 例祭（11月） 浦安の舞（地域の
児童）

仮宮（東山地域交流セ
ンター）で浦安の舞

早 間 神 社 東山 松川字台 例祭（９月） 過去には南部神楽奉納

南 流 神 社 室根 折壁字向山乙 例祭（８月）

過去には仮設舞台で南部
神楽。
平成初期までは１月に田植
踊りを奉納、その後町内を
門付け。

熊 野 神 社 川崎 門崎字布佐 例祭（４月、10月） 南部神楽 ４月川崎農村研修セン
ターで南部神楽発表会

神 明 社 藤沢 大籠下野在家 例祭（10月） 南部神楽 仮設舞台で南部神楽

葉 山 神 社 藤沢 藤沢葉山 例祭（９月） 神楽殿で南部神楽

吉 祥 寺 藤沢 増沢十二木 観音講（４月） 特設舞台で南部神楽

名　　称（主催） 期日 会　場 出演団体
最近開催会の出演民俗芸能

（※市内団体のみ、創作太鼓は
含まない）

初　回

藤沢町子ども郷土芸能発表会
（市） １月 藤沢文化センター 藤沢町の民俗芸能団体

（子供）
増沢神楽、本郷神楽、徳田田植
踊り、藤沢ばやし、黄海源大鶏
舞

昭和58年

一関民俗芸能祭（実行委員会） ３月 一関文化センター 一関民俗芸能団体協議会
加盟団体

市野々鶏舞（萩荘小）、蓬田
神楽、鶏舞（滝沢小）、富沢神
楽、古内神楽、牧澤神楽、一関
夫婦神楽、小猪岡豊年田植踊
り、達古袋神楽、南沢神楽

昭和61年

いわい地方民俗芸能祭
（いわい地方芸術文化団体協議会） ３月

持ち回り（平成
31年は室根曲ろく
ふれあいセンター）

いわい地方芸術文化団体
協議会加盟団体

峠山伏神楽、白浜神楽、浜横沢
打ち囃子、大木鹿踊り、蓬田神
楽、布佐神楽、屋中打ち囃子

平成15年

岩手県南宮城県北神楽大会
（実行委員会） ４月 厳美中学校体育館 岩手県南、宮城県北の

神楽団体
富沢神楽、達古袋神楽、本郷
神楽、白浜神楽 昭和46年

奥玉民芸大会
（奥玉振興協議会） 11月 千厩維新館 奥玉８自治会と

各民俗芸能団体
花貫伊勢神楽、根山打ちばや
し、奥玉神楽 昭和38年頃

むろね産業文化祭むろね芸能
発表会（実行委員会・市） 11月 室根きらめきパーク 室根芸術文化協会加盟団体

上折壁子供打ち囃子、屋中打
ちばやし、浜横沢打ち囃子、中
里鶏舞

平成16年

東山文化祭（東山芸術文化協
会芸術文化協会） 11月 東山地域交流センター 東山芸術文化協会加盟団体 夏山神楽、東山鶏舞 平成22年

一関地方伝承芸能継承交流会
（一関市舞川市民センター） 12月 一関市文化伝承館 市内等の民俗芸能団体

（子供など）
東 山鶏 舞 、舞 川小 学 校 鹿子
躍・鶏舞、上折壁子供打ちばや
し、舞草鉦太鼓念仏

平成９年

大東芸術祭郷土芸能発表会
（大東芸術文化協会・市） 12月 猿沢伝承交流館 大東芸術文化協会加盟団体

小沼鹿踊り、下猿沢伊勢神楽、
長者さんさ、京津畑神楽、渋民
伊勢神楽、前畑神友会、丑石鹿
踊

昭和55年頃

一関地方伝承芸能継承交流会
平成30年（2018）12月２日

岩手県南宮城県北神楽大会
平成31年（2019）４月29日
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京屋染物店
（大手町7-28　TEL 0191-23-3660）

　染物全般を取り扱う。鹿踊りの幕や

袴、神楽幕などを扱い、依頼に応じて

小物もそろえる。

　大正７年（1918）に蜂谷松寿が創

業。磐井川を利用して染めを行ってい

た。

　地域での衣装の作り手が減る中、

平成26年縫製工場を設立し、技術の

伝承に努めている。

尾上屋呉服店
（山目町1-5-38  TEL0191-23-5058）

　地域の団体から依頼があり、平成17

年（2005）頃から南部神楽用品一式を

扱うようになった。衣装や扇子、鶏兜

だけでなく、太鼓や音響装置まで取り

次ぎ、現在は民俗芸能一般のさまざま

な注文に応じている。

　袴は、もとは若柳地織（縦縞の綿）

だったが、しわになりにくい化繊も含

めて扱い、着物生地は昔の柄を全国

から取り寄せている。縫い子さんたち

を抱え、技術の継承を図っている。

民俗芸能を支える道具の相談先
　民俗芸能の各団体は、さまざまな道具を自分たちで工夫し、手作りしてきたという一方、専門家によりよ

い道具を作ってもらい、また修理をしてもらってきたともいう。ここでは、市内で道具の相談ができる店舗

を紹介する。

関根太鼓店
（千厩町奥玉字宿下78-2

TEL0191-56-2220）

　地域は打ちばやしなど太鼓の需要

が多く、昭和24年（1949）、関根清治

氏と息子の信一氏が「太鼓屋」を創

業。自身も芸能をする信一氏は、神楽

面や小道具も引き受け、夫人は衣装を

作った。現在３代目。

　太鼓の皮なめし、手彫りでの刳り抜

きなど独自の技術を培い、全国からの

注文に応じている。平成29年（2017）

からは仙台にも店舗を出している。

小山太鼓店
（室根町字千刈田46-4

TEL0191-64-2056）

　大正15年（1926）生まれの小山徳

男氏が満州やシベリア抑留中に学ん

だ技術で昭和24年（1949）創業。三

代目が技術を受け継ぎ、長胴太鼓、

締め太鼓、ほか依頼に応じて作成し

ている。打ちばやしをはじめ、芸能が

さかんな地域であるため、希望に応じ

て太鼓の作成、また周辺用具にも応

じている。

旗や伊藤染工場
（川崎町薄衣字上段25

TEL0191-43-2174）

　染物の専門工場。神楽幕、大漁

旗、はっぴ、幟など手作業で作成し

ている。

　昭和10年（1935）、伊藤銀蔵氏が

創業。昔は工場の前に広がっていた

砂鉄川で染めの色落としなどを行っ

た。堤防ができた後は川は使えず、

井戸水でのり落としなど行ってい

る。現在は３代目。
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Ⅳ  資料編



　大正９年（1920）７月に発起し、鈴木徳右衛門、對馬喜代治、世話人に坂本銀太夫が「獅子踊先生」になっ

たこと、当時の連中９人が９年から11年まで踊り、再び昭和３年（1928）より先生を迎えて練習したことが書かれ

ている。

　内容は、「門ほめ、寺門ほめ、庭ほめ、屋敷ほめ、倉ほめ、厩ほめ、廣間ほめ、町ほめ、染屋ほめ、札場ほめ、

寺ほめ、客敷ほめ、御堂ほめ、墓踊り、祝儀ほめ、外村ほめ、家 あ々たり、二人狂、鉄砲踊、かかし踊り、二

人狂、三人狂、打きり、一人狂打きり、鹿の子唄、引む唄、獅子発唄、とうろほめ、庭まはり、食唄」の歌である。

１．	折壁鹿踊保存会所有文書
	 「獅子節」大正九年旧七月（27×14cm）

表紙

１枚目

①

②

③
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④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
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⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑
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※㉒㉓は、後に書き込まれたものとみえる。

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖
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　駒形のナカヤシキの佐々木家には、鹿踊りに関する秘伝書と流派と装束に関する切紙が保存されている。現当

主も地域の古老たちもこの鹿踊りについては知らない、見たことがないという。昭和期に厳美町で鹿踊りを呼ぶと

きは、舞川鹿子躍に頼んでいたという。しかし、近くの駒形根神社には寛政12年（1800）（現在確認できない）、

文久３年（1863）、明治15年（1882）の供養碑が建てられている。

　『岩手県一関市埋蔵文化財調査報告書第１集　骨寺荘園遺跡確認調査報告書第７集』（平成18年）に、「行山

流鹿子踊供養碑及び鹿子踊資料」として同家の文書と翻刻文を掲載（18〜38頁）したが、翻刻し直した上で再

掲する。

２．	厳美町字駒形佐々木家文書
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三
年
七
月
廿
八
日
よ
り
三
日

三
夜
大
和
国
春
日
大
明
神

の
神
前
に
て
鹿
子
踊
を

奏そ
ふ

す
へ
き
の
勅ち
ょ
くに

よ
っ
て

三
笠
山
に
六
十
四
間
に
竹
着（

カ
）

埒
を
結
ひ
廻
し
其
中
に
て

奏
し
け
り
此
時
初
て
装
束

鞨
鼓
を
附
紫
竹
大
和
竹

な
ん
と
に
紙
お
附
白
幣
と

し
て
腰
に
指
大
口
に
は
鳥

井
玉
垣
を
画
き
是
を
着

し
八
人
の
鹿
子
八
人
の
八
乙

女
と
諸
共
に
十
六
人
に
て
奏

し
け
り
鹿
は
霊
獣
な
る

故
大
占
に
用
ひ
中
臣
の

秡
に
左
男
鹿
の
八
ツ
の
御

耳
を
振
立
て
聞
こ
し
め
せ

共
あ
り
雨
降
ら
ん
と
す
る
時
ハ

三
日
以
前
に
し
る
と
な
り
鹿
ハ
耳

疾
く
し
て
殊
ニ
不
浄
之
地
お

嫌
ふ
神
前
に
て
ハ
鳥
井
お
拝

し
神
殿
を
拝
し
人
家
に

① ③
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て
は
橋
お
う
か
ゝ
ひ
門
お
う
か
ゝ
ひ

三
々
九
五
々
三
七
五
三
拍
子
を

以
は
や
し
け
る
も
か
ゝ
る
い
わ

れ
あ
る
故
也
鹿
ハ
百
歳
に
し
て

白は
く

鹿
と
な
り
五
百
歳
に
し
て

玄く
ろ

鹿
千
歳
お
経
て
蒼
鹿

と
な
る
と
い
え
り
鹿
は
箇
様

の
霊
獣
な
る
故
大
和
春
日

の
郷
社
内
ニ
む
れ
る
を
め
す

事
日
域
の
昔
春（
日
脱
カ
）

明
神

我
国
を
治
め
玉
ふ
時
肩
の

骨
を
以
て
占
ふ
故
に
民

家
に
て
国
家
安
全
五
穀

成
就
民
家
に
為
祭
玉
ふ

首
尾
能
貞
任
退
治
の
後
陣

堅
メ
を
今
の
庭
か
た
め
と
唱
ふ

退
治
帰
陣
の
後
武
蔵
野
ニ
而

夕
く
れ
の
頃
義
家
公
士
卒
共

各
及
野
宿
候
処
然
る
お
今
に

踊
り
終
頃
ニ
至
り
武
蔵
野
に

月
の
入
へ
き
山
も
な
し
尾
花
か

く
し
と
申
ハ
此
故
な
り
其
夜

明
方
萓
野
ニ
而
鹿
の
啼
声

面
白
き
物
音
し
け
る
に
義
家

公
権
五
郎
を
被
召
向
な
る
萱

野
ニ
而
鹿
悉
く
啼
声
面
白
き

物
音
し
け
る
ニ
忍
見
て
可
参
の

仰
に
て
権
五
郎
容
子
を
伺
ひ

見
る
に
鹿
む
れ
遊
び
お
ど
る

コ
ト
そ
神
代
よ
り
の
古
実
な
り

と
春
日
の
祠
官
干
時
治
安

二
年
壬
戌
六
月
朔
日
に
記
セ
リ

其
後
安
倍
の
貞
任
東
ニ
テ

む
ほ
ん
お
巧
ミ
て

禁
中
を
騒サ
ハ
カし
討
手
と

し
て
前
九
年
後
三
年
の
戦

日
数
を
送
る
に
今
八
幡
太
郎

義
家
於
衣
河
卒
士
の
面
々
を

招
き
玉
ひ
従
元

八
幡
の
御
幡
子
に
て
御
座
候
故
ニ

春
日
八
幡
八
日
本
御
三
社
随
一

御
守
神
ニ
而
於
陣
中
ニ
鹿
子

踊
を
な
さ
し
め
玉
ひ
春
日
大
明
神

を
祈
り
御
両
社
の
加
護
を
以

事
陣
中
に
て
踊
り
し
容
躰

に
似
て
面
白
し
即
義
家
公

江
此
由
申
上
け
れ
ハ
御
出
馬
あ
り

ほ
の
か
に
御
覧
是
そ
家
世
の

治
れ
る
し
る
し
と
や
か
ゝ
る
霊

獣
不
浄
を
拂
ひ
我
々
の

血
し
ほ
其
外
士
卒
の
亡
す
る
お

清
浄
に
せ
ん
た
め
な
る
へ
し
と

御
帝
の
前
に
不
浄
お
不
拂
而

可
出
様
な
き
故
春
日
八
幡
の

御
願
移
た
る
な
る
へ
し

是
都
え
の
土
産
な
る
へ
し
と

吉
に
被
思
召
急
き
都
へ
登

帝
へ
貞
任
退
治
の
次
第
一
々

奏
聞
す
帝
詠
聞
ま
し
ま

し
て
外
に
珍
ら
敷
キ
奥

⑤ ⑦
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地
よ
り
之
土
産
な
き
や
奏
聞
す

へ
し
と
二
條
殿
よ
り
御
意
ニ
而

外
ニ
珍
ら
敷
ハ
無
之
年
月
ヲ
経

て
於
衣
河
退
屈
の
ま
ゝ
春
日

を
祈
ら
ん
た
め
衣
川
陣
中

ニ
て
具
足
の
侭
ニ
而
鹿
子
踊

を
奏
し
春
日
明
神
を
褒

め
奉
り
し
に
貞
任
面
白
き

物
音
と
や
思
ひ
け
ん
屋
天
に

登
り
出
け
る
故
夫
よ
り
誘
間
も

な
く
責
立
け
れ
は
く
り
や
河

に
て
退
治
仕
帰
陣
の
折
節

武
蔵
野
に
て
野
宿
の
節

鹿
の
啼
声
繁
く
面
白
さ
に

忍
見
る
処
鹿
の
は
ね
踊
る

容
躰
陣
中
に
て
我
々
の
踊

る
に
ひ
と
し
く
是
そ
都
へ

奉
る
へ
し
其
後
鹿
嶋
へ
も

奏
す
べ
き
の
宣
旨
に
て
然

も
両
社
軍
神
の
元
祖
な
れ
ハ

首
尾
能
帰
陣
の
禮
お
な
す

帝
春
日
鹿
嶋
に
て
御
禮

申
各
帰
城
の
節
御
酒

拝
領
の
頃
貞
任
の
居
城
の

様
子
お
御
尋
に
よ
リ
山
ハ

山
谷
ハ
谷
津
の
容
よ
り
竹
木

の
生
た
る
摸
様
衣
川
衣
ヶ
瀧

の
景
を
御
現
の
蓋
に
森
（
盛
カ
）て

指
上
け
る
に
帝
殊
の
外
御
喜

悦　

詠
覧
御
座
候
て
今
の
世
ニ

現
蓋
と
い
ふ
も
の
祝
義
の
座
ニ

錦
る
是
な
り
故
実
様
ニ
有

と
い
え
共
記
に
い
と
ま
あ
ら
す

當
国
に
て
今
勤
む
る
所
の

土
産
と
心
得
覚
え
参
申
候

と
言
上
な
さ
れ
け
れ
ハ
其
踊

御
身
共
の
穢
れ
を
清
め
ん

た
め
紫
震
殿
の
前
に
て
奏

す
へ
し
具
足
の
侭
に
て
陣
太
鼓

お
腰
に
付
各
大
口
お
着
し
腰

に
は
小
ば
だ
お
指
踊
る
に

帝
面
白
く
思
召
夫
よ
り
此
殿
を

獅
子
居
殿
と
名
付
く
る
其

後
入
鹿
の
大
臣
む
ほ
ん
の
折

大
職
冠
鎌
足
大
臣
退
治

の
節
に
俄
に
震
動
し
て
紫
の

雲
獅
子
居
殿
に
た
な
ひ
き

入
鹿
退
治
な
さ
れ
國
治
ま
る

よ
り
以
来
紫
震
殿
と
名

付
く
る　

帝
よ
り
の
宣
旨
に
は

春
日
の
社
に
て
禮
の
踊
り
を

鹿
子
踊
は
遠
田
郡
富
長
村

山
立
猟
師
勘
太
郎
と
い
え
る
は

兼
而
山
立
を
業
と
す
る
ゆ
へ
に

山
々
を
猟
す
に
爰

人
皇
百
八
代
後
陽
成
院
の
御

宇
慶
長
二
年
二
月
十
二
日
鹿

討
に
遠
田
郡
岩
倉
山
と
申
所
へ

行
け
る
に
鹿
八
ツ
連
て
面
白
き

声
を
揚
て
永
楽
の
拍
子
を
取

踊
遊
居
た
る
所
へ
行
合
後
の
山

よ
り
暫
く
詠
居
る
に
何
と
な
く

我
心
も
浮
た
つ
心
地
し
て
何
卒

し
て
鹿
の
中
え
交
り
覚
な
は

一
ツ
の
慰（

カ
）ミ
な
る
べ
し
と
我
行

な
ば
鹿
共
逃
去
べ
し
と
思
ひ

け
れ
共
何
と
な
く
彼
拍
子
ニ
紛

れ
す
る
〳
〵
立
寄
所
に
安
す
る
に

⑨ ⑪
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我
衣
服
を
着
し
な
は
鹿
共

如
何
と
思
ひ
つ
ら
む
と
鹿
の
遊

し
上
の
山
に
我
衣
服
お
脱
置

白
脱（
カ
）に

て
鹿
共
の
中
へ
交
り
て

鹿
の
拍
子
に
ま
か
せ
腹
お
な
ら
し

踊
け
る
の
唄
ハ
鹿
の
事
な
れ
ハ

字
ふ
し
の
事
ハ
聞
分
す
只
細

か
に
計
啼
け
る
に
任
か
せ
て
我
も

か
な
り
実
に
日
の
暮
る
ゝ
も
知

ら
す
踊
遊
ふ
帰
宅
の
頃
に
鹿

共
に
離
る
ゝ
に
翌
日
お
申
合
に
や

鹿
共
集
り
我
お
取
か
こ
む

故
又
腹
お
た
ゝ
き
踊
真
似
し

て
帰
る
勘
太
郎
帰
路
宅
の
上
内
ニ
而

踊
け
る
に
家
内
お
と
ろ
き
こ
ハ

何
事
そ
狐
狸
に
狂
さ
れ
て

ヶ
様
の
事
ニ
あ
ら
す
や
と
親
に

問
け
れ
ハ
我
今
朝
鶏
鳴
に
出
て

や
か
て
右
山
に
兄
連
行
見
せ

け
れ
は
例
の
こ
と
く
踊
居
た
る
所
見

て
面
白
さ
不
思
議
と
云
て
帰
り

け
る
面
白
き
踊
り
迚
近
所
の

若
者
共
四
人
集
め
兄
四
郎
兵
衛
勘
太
郎

と
親
と
子
共
と
都
合
八
人
に
て

鹿
子
踊
と
名
付
鹿
討
に
出
候

時
踊
初
の
書
置
如
此
演
者
也

一 

唄
の
文
句
ハ
我
自
作
也

一 

弐
人
狂
と
ハ
八
疋
の
内
六
疋
居
り

　

 

弐
疋
ニ
而
踊
を
云
也

一 

三
人
狂
と
は
八
疋
の
内
五
疋
居
り

　

 

三
疋
ニ
而
踊
り
を
云
也

其
後
八
月
十
七
日
御
野
場
ニ
而

菱
喰
討
し
咎
に
よ
っ
て
牢

岩
倉
山
へ
鹿
討
に
行
け
る
に
鹿

の
八
疋
に
て
踊
を
習
ひ
来
た
り

亦
明
日
参
る
な
り
と
咄
け
れ
ば

息
子
偽
な
る
べ
し
と
云
偽
ニ
は

あ
ら
す
と
い
へ
ハ
私
を
明
日
一
同
つ

れ
被
下
た
し
と
息（
子
脱
力
）云け

れ
は
好す
き

き
に

候
ハ
ゝ
連
行
へ
し
と
や
に
て
明
日

息
子
を
連
右
山
へ
行
け
れ
ハ
例

の
こ
と
く
鹿
共
集
り
踊
居
た
り

昨
日
の
こ
と
く
親
子
共
ニ
鹿
共
江

交
り
踊
り
け
る
に
日
暮
に
成
り

け
れ
ハ
鹿
共
互
ニ
礼
の
真
似
を
な

す
故
勘
太
郎
親
子
共
ニ
礼
を
な
し

我
屋
お
さ
し
て
か
へ
り
け
る
内
ニ
而

子
共
ニ
教
け
る
所
へ
兄
四
郎
兵
衛

参
候
処
弟
勘
太
郎
此
由
斯
と

為
聞
け
れ
ハ
夫
不
思
議
な
り

我
も
一
見
致
度
候
と
被
申
て

者
被
仰
付
牢
内
に
て
徒
然
の

折
に
板
を
た
ゝ
き
唄
お
う
た
い

拍
子
お
と
り
け
る
と
所
に

貞
山
様
大
崎
御
野
場
江
御
出

馬
御
帰
城
の
頃
此
音
を
御
聞

被
遊
御
近
習
を
被
召
何
か
面
白

き
拍
子
の
音
何
者
成
可
承
届

被　

仰
付
御
意
に
付
御
近
習
衆

佐
藤
利
源
太
様
御
出
被
遊
何

者
に
候
や
板
お
打
拍
子
お
と
り

唄
お
唄
ひ
し
者
御
前
よ
り
御
尋

な
り
委
細
可
申
上
由
被
仰
候
得
者

牢
守
左
渡
之
助
承
知
仕
只
今

承
届
可
申
上
候
間
一
寸
御
扣
被

遊
被
下
度
申
上
牢
内
穿
鑿
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致
候
所
遠
田
郡
勘
太
郎
ニ
而
有

承
届
候
処
拙
者
義
ハ
遠
田
郡

冨
長
村
山
立
猟
師
勘
太
郎
与
申

者
ニ
而
御
座
候
拙
者
義
猟
す
る
折

岩
倉
山
与
申
所
へ
鹿
討
ニ
参
候

折
鹿
八
ツ
連
て
角
を
振
り

拍
子
を
取
唄
お
唄
ふ
声
に
て

踊
を
見
て
面
白
物
と
鹿
の
中
へ

交
り
習
申
候
其
後
近
所
の
若

者
共
取
集
鹿
子
踊
と
名
付

遊
申
候
此
度
御
牢
捨
ニ
付
退

屈
の
侭
与
御
答
申
上
け
れ
は

此
段
佐
渡
之
助
殿
御
近
習
衆
へ

申
上
候
処
不
思
儀
成
事
ニ
思
召

其
踊
御
上
覧
と
被
仰
付
候

に
付
本
所
弟
子
共
相
登
り

諸
入
用
物
ハ
御
上
様
よ
り
被
下

依
執
心
譲
置
候
間
他
見
不

有
之
万
一
御
紋
付
大
口
等

ニ
付
て
御
不
審
被
仰
付
候
ハ
ゝ

此
巻
を
以
御
答
可
申
者
也

依
而
踊
系
図
巻
如
件

　
　

奥
州
仙
台
遠
田
郡

　
　

富
長
村
山
立
猟
師
鹿
子
踊
元
祖

　
　
　
　

勘
太
郎　
　

行
山　

花
押

慶
長
十
五
年

　

九
月
吉
祥
日

　

奥
州
仙
台
岩
井
郡

　

五
串
邑
之
内
本
寺

　
　
　
　
　

半
三
郎

　

同
国
同
郡
同
村

　
　
　
　
　

鹿
之
助

置
其
節
為
御
褒
美
九
曜

の
御
紋
拝
領
被
仰
付
候
事

大
口
ハ
御
前
よ
り
御
意
ニ
而
往
昔

八
幡
太
郎
義
家
於
衣
川
陣

中
ニ
而
踊
候
踊
に
ひ
と
し
く

候
に
付
国
土
安
穩
の
政
事

是
そ
土
民
慰
ハ
可
然
与
陣
踊

の
畧
鹿
子
踊
と
御
意
あ
り

大
口
を
被
許
申
事
な
り

右
九
曜
御
紋
に
付
何
方
よ
り
如
何

様
之
儀
有
之
候
共
拙
者
儀
罷
出

可
申
分
候
依
而
書
札
段
々

遜
置
者
也

右
之
條
々
雖
為
秘
事

⑰ ⑲
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　足利家にはいくつかの鹿踊り関係文書が所蔵されており、「角懸仰山踊秘傳巻」と書かれた桐箱には巻物が入っ

ている（①）。「抑鹿踊と申は…」から始まる定形の巻物であるが、年号はない。地元の郷土史家の金野冨夫氏は「行

山流山口派鹿踊りについて」においてこの足利家の所蔵の巻物についてふれ、全文を翻刻して掲載している。そ

れには文化14年（1817）７月の年月が入っており、現在の文書とは異なる。

　金野氏によれば、このほかに同様の巻物を山崎氏と大東町沖田前田野村上氏、鳥海新田の菊池氏、摺沢三浦

氏（写本）、室根村上折壁古坊屋敷藤代氏が持っており、一部小異があるがほぼ同文であるという。

　同家にはほかに、②安永２年（1773）８月８日の東山大原村山口屋敷又助へ石田豊前、中村淡路から蟹牡丹

を許す書付、③弘化元年（1844）に曽慶村中立善次郎殿あてに渋民村踊師匠幸五郎から「仰山踊之事」として

菊御紋、蟹牡丹御紋、九曜御紋、鳥毛前多礼を使用して渡世することを許す書付、④嘉永５年（1852）７月の

信平様宛の書き上げ書（大原村山口喜左衛門、渋民村幸五郎、曽慶村善治郎、東山北方大肝入芦章右衛門から）、

⑤安政２年（1855）７月の足利善十郎宛ての小崎幸五郎名代嫡子安五郎から巻物併傳授拝領御紋等全部を許

す書付、⑥安政５年（1858）東山渋民村頭取安右衛門に鮎貝太郎平家老芦立三右エ門と佐藤新太夫から九曜

御紋を用いることを許す書付がある。

３．	大東町曽慶字蟹小沢足利家文書

①（部分：最初）

①（部分：最後）

②①（箱） ①
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④

③
⑤

⑥
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角懸仰山踊秘伝巻
仰鹿踊と申は農家におゐて五穀成就の舞楽にして未非奥所也此舞曲の事は神代より発して悉く

神儒仏の三道に協ひ御国安泰五穀成就御代万歳を祈る舞楽たり三道に協と云事ハ先神代の古実

専として連中一統の定を堅くし義に因て道を重し礼を恭しく唯神儒仏の掟を守るにて其術素より

仏理に叶ひ一度此曲をなすものハ現当二世安泰祖々代々の霊仏果に至るされハ疎の遊戯にあら

ず謹テ勤行すべきものなり

鹿踊始の事
夫鹿踊と申すは大己貴子武甕槌命鹿を擘きて其頭を載き舞戯れ給ふ事あり是この楽の濫觴なり

又依伝ハ葛流あり此曲の伝来ニいへるハ神代彼所々稲あり是を爰に従し植んとして諸神評議有

て一神彼所ニ到り見たもふに田の辺りに悉く竹を植て囲み一方の口に獅子是を警固して稲を取る

事難がりけれバ其神則白狐と化して遙此方より土中を穿ち田の中に辺れ稲を取て又彼穴に入て

逃去り給ふ此故に追事叶はず警固の獅子三撃呼んで死す其の神事の故まり逃れ去りて帰りたも

ふて稲を作り給ふこれ宇賀神なり然れ若獅子の霊妨をなして稲実らず爰におゐて七月鹿踊とい

ふ楽を始め鹿の霊を宵めけれハ倐惚和ぎて米になんなりけれ是所謂萬流鹿踊の濫膓也

　　　人数九人に定むる事

一、三五を積て九となる之を老場といふ天の終百数なり陽の壮を用ゆる為なり

　　　仰山踊と云事

一、�鹿踊に萬流あり流儀同けれ共鹿頭の造の異なあり凡夫踊権坊おとり関東踊諸国万流あれとも

仰山踊ト申ハ昔台覧に奉備し時誠に仰山なるものと、上意ありしより村里において仰山踊を

最上とす。

　　　角巻の事

一、�軍器の兜鍪に角あり其角猛獣の角を負る鹿踊の角巻ハ兜に習ひて忍の緒を表する也舞楽な

れハ是角巻と号せしものなり。

　　　流しの事

一、�諏訪　鹿嶋の両神鹿を擘き其頭をかふべに載き舞給ふ是れによりて其の貌に似たるを似て

流と号し色を萌黄に定む萬物萌出る色にて其壮なる色を頭に載き五穀成就を祈舞ふ亦木火

土金水の五行にとりてハ青は木也鹿の山林に住ものなれハ其草木を表するに兼たるものなり

　　　腰指の事

一、�彼田の辺りを竹にて囲ひしを表し紙を似て帋手を付る耳幣を像り用ゆるなり

　　　幕ニ幅の事

一、幕ハ形状を囲子要害にして天地を表し二幅に定め則陰陽なり

金野冨夫「行山流山口派鹿踊りについて」『東磐史学』創刊号
� 　1976年　59～61頁より引用

　　　大口の事

一、�鹿踊ハ神代の古実をまふ舞楽なれバ大口服着を用ひ色黒にするハ方角にとりてハ北なり北の

方は坎三の卦にして五行にとりこハ水なり五穀を養ふ根元なり亦幕を天に像り大口を地に表

し水を像る共いふ

　　　鶏毛前かけの事

一、�神代にてハ鶏をとこよのなかき鳥と云卦に在て立つ巽に属し里に在て昻に応じ此故に鶏の毛

を用ふ

　　　御詠歌の事

陸奥の信夫牡鹿の牡鹿の里声を

　　　揃ひて遊ふしかかも

　御紋拝領等の事　恐れ

　　　多ければ爰に略す

秋萩をしからみ　ふせて鳴く鹿の

　　　めにはみへずおとのさやけさ

　　此の歌は古今集に読人

　　　　　　しらずとなり

　御詠歌の儀ハ中立に限るべく

　垣踊ハ九曜の星を付べし

其外口伝執心によって令伝援者也

　　　　　　　　　　山口又助

　文化十四年　　　　　忠継花押

　　　　七月　　　　山口喜左衛門

　　　　　　　　　　　　吉　花押

　　　　　　　　　　小崎幸五郎

　　　　　　　　　　　　知安花押

　　　　　　　　　　小崎安五郎　朱印

　　　　　　　　　　　　知隣花押

　　　　　　　　　　足利善十郎

　　　　　　　　　　　　義　花押
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　沖田字前田野の村上家には鹿踊り関係の巻物ほか文書類が伝わっている。

　巻物（①）は天保12年（1841）7月の築館村（現大東町沖田）中立の常五郎宛てに小崎幸之丞からのものである。

先述の金野氏が地域に同様の鹿踊りの巻物が複数あるといううちの一つである。（金野冨夫「行山流山口派鹿踊

りについて」『東磐史学』創刊号1976）

　村上家にはほかに宝暦９年（1759）に東山郡（ママ）築館村源右衛門宛に江刺郡伊手村地之上屋敷卯平治、

百目屋敷指南人次四郎、彦太郎、千之助、千松、次三郎、与助、正五郎、万太郎、長助からの弟子として指

南を許す書付（②）、宝暦11年（1761）７月の上伊手村次ノ神やしき宇平次宛ての東山月立（築館）村前田野源右

衛門からの「免之書附之事」（③）、寛政12年（1800）８月14日の仲三郎あての武左衛門からの目録（④）などが

あるが、当主は鹿踊りについては、わからないという。

４．	大東町沖田字前田野村上家文書

①

①（部分：最初）

①（部分：最後）

②

③

④

100 101一関市民俗芸能調査報告書Ⅳ　資料編　　４．大東町沖田字前田野村上家文書



　奥州市安部氏がインターネットオークションに出品されているのを発見し、入手したという。旧所蔵家から流出

したと思われる。

　文政５年（1822）８月の日付で猿沢村佐々木万太郎あてに吉田惣三郎、吉田七太郎から出されている。

� （撮影：安部　靖 氏）

５．	「両部神道行山流鹿子踊荘束之事」

① ④

⑤②

③
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　舞川12区で近所の仲のよい女性たちが「かねっこ念仏」を昭和30年（1955）頃に始めた。40年代頃までは、

墓地だけでなく新盆の家などに呼ばれて座敷で念仏をあげており、多くの歌があった。ここに掲載したのは、現

在の代表が書き留めていた歌である。

　①（出だし）②いはい念仏、③いはええこ、④墓念仏（１～９）、⑤門のほめ事、⑥おいとま念仏、

　⑦川のほめ事、⑧花いかだのほめ事（１～９）、⑨花いかだえこ

６．	鉦
かね

念仏保存会（舞川12区）所有文書

①

③

④

②
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⑤⑥

⑦

⑧

⑨
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　大泉院には多くの文書が所蔵されている（後述）。神楽関係と思われる文書は３点あり、その内一つを紹介する。

　「打鳴之歌」から始まり、「打鳴」「三神ノ移リ」の口唱歌、「剣座之次第」、「磐戸ノ神諷」、「白露神諷」に続く。

神
かん

諷
なぎ

は、「所望分」「吾児」「聚雲神諷」「蛭児」「湯之父」「荒神五大尊附歌」「初矢神諷」「作々結神諷」「日本

武神諷」「魔王退治」「橋引神諷」「五矢神諷」「釣弓」「火々出見神諷」があり、さらに「初矢」から「両天」「五

證楽」「普照」「空照」「道祖」「神唄」「住連寄利」「吾児」「湯父」「蛭児」「鬼門」「荒神法」まで舞い方が示

される。その後ろに「大天姥神語」が記されている。

　「浜の法印神楽」といわれる本吉太々法印神楽（宮城県気仙沼市）に伝わっていた演目と共通しており、当地

方での法印神楽のようすがわかる資料である。� （撮影：八巻　徹 氏）

７．	大泉院文書
	 「神

か
楽
ぐら
記
き
　諸
しょまいあいしるす
舞相印」　天保２年（1831）　常尊

③

②

① ④
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⑥ ⑨

⑤ ⑧

⑦ ⑩
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⑪ ⑭

⑬ ⑯
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⑰ ⑳

⑲ ㉒
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㉓ ㉖

㉕ ㉘
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　川崎小学校の裏側に大きな屋根の寺院風の建物がある。ここはかつて郷
ごう

澤
たく

山
さん

妙音寺大泉院と称する羽黒

派に属する修験寺院であった。安永４年（1775）の風土記御用書出には「本山は武州東叡山輪王寺宮御座候、

右御院代羽州羽黒山江被差下蒙御支配」とあり、新山権現・矢作正観音など８か所の別当を務めていた。こ

こは現在でも地域から「大泉院」と呼ばれ、保呂羽神社を本務として数社を兼務する大泉院法印の子孫であ

る菅原瑞男宮司が管理している。また、「御殿（祈祷殿）」と呼ばれるこの建物には、安永４年の風土記御用

書出に「古什物之事」として書き上げられた「本尊　大日如来」（大泉院の控には惣箔木仏御長二尺座像、五

光より台座迄四尺八寸とある）が安置され、その厨子の扉には「大
おおひるめむちのみこと

日霊貴命」の墨書きがある。

　なお、「御殿」の正面には「正一位高館大明神」の社額が見えるが、高館神社は薄衣村南方（字高館）に

あり、利便性からこの「御殿」を遥拝所として使っているため掲げられたものという。

　大泉院は、元暦元年（1184）に南光院真永が新山権現を薄衣村北方里野沢山に勧請して開基した古い歴

史を持つ修験寺院であるが、正保年中（1644～1647）に堂宇が焼失し、仙台藩の重臣泉田家の除地である

現在の泉台に移転し、泉田家と村方の祈願を勤めてきた。現在の大泉院の境内にある２本の「笠松」は移転

前の地である「里野沢」から移植したものだという。

　また、大泉院は元禄２年（1689）第11世宥円の代から東山南方13か村19か院の触頭を命じられ、以後江

戸時代を通じてその立場にあった。なお、小先の寺格を持つ大泉院は百姓身分の修験ではなく、泉田家に召

抱えられ100文の知行地を宛われた士分修験である。明治となって大泉院は神道国教化政策に従い、仏具等

を廃し、第19世正一僧祇法印玄俊は復飾し名前を菅原真雄と改め社人となった。

修
しゅ

験
げん

大
だい

泉
せん

院
いん

の来歴と伝存文書の概要
　正保年間に寺院が焼失したこともあって、現存する文書としては慶長19年（1614）の羽黒山大先達華蔵坊源

量が発した補任状が最も古い。幸いなことに、戦後に解体された社務所（復飾するまで道場・行屋として使用

されていた建物）にあった仏像や文書類が、安政年間（1854‒1859）に建てられた「御殿」へ移されたため、

修験活動に係る聖教典籍ばかりではなく、仙台藩北部の霞を支配した大先達慈雲山良覚院六供が発した文

書、大泉院支配下の各修験院の書上類、大泉院の大旦那泉田家に対する援助要請の資料、神仏分離に係る

資料、近代の神社経営関係資料など多岐にわたる資料が伝存している。

　大泉院文書の整理は、大泉院に伝わっている「大日如来」の奉納額の解読を依頼されたことがきっかけと

なって、平成29年（2017）の夏から開始した。これまでに保存袋への収納と写真撮影を終え、現在は目録作

成に向けて内容を精査しながら資料点数を数え、分類方法を検討している状況にある。現時点で符札を含め

た文書・典籍類を入れた保存袋の数は1,200を超え、版木類33点を含めた総資料数は最終的には1,500点に

のぼるものと推測している。

　資料群において特徴的な点は、修験としての宗教活動に使われた聖教典籍類のなかには、医方・薬方関係

の書物が多く、一方では百味箪笥が伝存していることから、祈祷・呪術と並んで医術が当修験の活動の重要

な分野であったことを示している。また、大泉院には２基の神輿が社殿に納められているが、文書群の中に

神輿代金の受領書が３通あり、当地方の仏具等の制作流通を知る手掛かりとなる貴重な資料も含まれている。

� ［一関市文化財調査委員　八巻　徹］

㊶
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　羽黒神社は安永４年（1775）「風土記御書出」に羽黒社として書かれており、別当は修験の常学院である。現

宮司熊谷氏（昭和７年生まれ）の３代前の弘人氏（幕末の生まれ）は神社付きの神楽をしており、室根神社特別

大祭にも神楽を奉納していた。近くの人に教え、神社の奉納神楽組を作っていたこともあるといい、地域の人が

書き写した大正４年（1915）の「神楽記」もある。現宮司の先代までは、近所の人たちが羽黒神社で神楽を奉納

していたという。しかし、昭和23年（1948）に現宮司が神楽を立ててもらった時には、南部神楽である曽慶神楽

を呼んだという。

　本資料には31の演目とほかに極秘の３演目があると書かれている。31の演目は本吉太々法印神楽（宮城県気仙

沼市）が伝えていた33番の演目のうちであり、表記もほぼ共通しており、法印神楽の舞い方を記した手次本であ

ることがわかる。当家にはこのほかにも年不明の「神楽神諷」があり、神楽面や道具も残っている。

８．	大東町曽慶羽黒神社熊谷家文書
	 「神楽深秘」明治28年（1895）

①

④

③

② ⑤
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⑦ ⑩

⑥ ⑨

⑧ ⑪
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⑫ ⑮

⑭ ⑰
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⑲ ㉒

⑱ ㉑

⑳ ㉓
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㉜
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　狐禅寺藤ノ沢の木村謹吾さん（大正末頃生れ。赤荻から婿入）は、ニサブロウさんと正月に赤荻の大黒舞を舞っ

て各家を回っていた。水沢までも行ったという。

　七福神舞は、謹吾さんが大船渡から来る行商のおばさんに習ったもの。平成４年（1992）頃狐禅寺芸能保存会

に教え、女性も含めてみなで習った。ここに掲載したのは、その際に作った歌詞である。衣装や小物を自分たち

で作って発表会などにも出ていたが、現在は行っていない。

　１から９（10）の数え歌の歌詞は、大船渡市の碁石七福神や平七福神などと共通する部分もみられる。

９．	狐禅寺芸能保存会所有文書 「七福神舞」
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　一関藩５代藩主田村村
むら

資
すけ

の娘で６代

藩主宗
むね

顕
あき

の正室である宣寿院（1793～

1855）が、弘化4年（1847）に江戸から

夫の墓参りで一関を訪れ、一関滞在中

に周辺を遊覧した際の様子15図が綴じ

られた資料である。医学校慎済館学頭

の笠原耨庵の筆による。その中に民俗

芸能を鑑賞する場面が３図含まれてい

る。

南部神楽　黒沢村西光寺
　宣寿院が下黒沢村（現一関市萩荘）西光寺に出かけて見たという「南部神楽」が描かれている。毛采を

かぶり、扇と鈴を持ってそろって踊る様子が描かれている。

　下黒沢村は南部神楽発祥の地

の一つとされるが、現在の南部

神楽とどのような関係にあるの

かは不明である。

神楽　於舞台修験者勤之
　居館の舞台で演じられた修験者の神楽を見ている場面である。天井からつるされた大蛇で大蛇退治、叢

むら

雲
くも

の演目であることがわかる。

　本吉太々法印神楽（宮城県気

仙沼市）の『両部神楽相伝録』

には、一関の田村大明神1000年

忌（1810）において神楽を奏し

たとあり、この神楽が地域の修

験によるものか、遠くから招い

たものかは不明である。

獅子踊　新馬場
　屋外で踊る「獅子踊」。踊り手は９人おり、道化役がその前で踊っていることがわかる。

　田村家では、初代の宗良（1637‒1678）の頃から屋敷に鹿踊りを招いており、恒例ともなっていた［一

関市史編纂委員会『一関市史

第６巻』1975　110頁ほか］。

10．	「宣
せん

寿
じゅ

院
いん

様
さま

在
ざい

所
しょ

御
お

下
くだり

之
の

節
せつ

御
ご

遊
ゆう

覧
らん

毎
まい

所
しょ

真
しん

写
しゃ

」
	 一関市博物館所蔵　笠原耨

どう
庵
あん
筆　弘化４年（1847）（25.4×17.1cm）

　一関市博物館「お姫様のお国入り‒イギリスに渡った一関藩の風景画‒」平成25年（2013）から写真部分を引用。
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